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序

本県には、これまでに発見された約４，６００箇所の遺跡をはじめとして、
先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化
財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造
していくうえで、欠くことのできないものであります。
一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備は、
ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根幹
をなすものであります。本教育委員会ではこれら地域開発との調和をはか
りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。
本報告書は、日本海沿岸東北自動車道建設に先立って、平成１２年度に昭
和町で実施した西野遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。調査
では縄文時代の竪穴住居跡や、古代の竪穴住居跡、建物跡、溝跡、鍛冶炉
が発見され、当時の人々の生活の一端が明らかになりました。
本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助
となることを心から願うものであります。
最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御協
力いただきました日本道路公団東北支社秋田工事事務所、昭和町、昭和町
教育委員会など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成１５年３月

秋田県教育委員会

教育長 小 野 寺 清





例 言

１．本報告書は、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．本書は、２０００（平成１２）年度に調査された秋田県南秋田郡昭和町に所在する西野遺跡の調査結果を

収めたもので、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財報告書としては１７冊目にあたる。

３．調査内容については、秋田県埋蔵文化財報告会資料等などでも公表しているが、本報告書を正式

なものとする。

４．本報告書の執筆・編集は半田あきほが行い、一部加筆・訂正を高橋忠彦が行った。

５．本報告書の挿図中に使用した土層表記法は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人

日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 １９９７年版』を使用した。

６．本報告書に使用した航空写真は、株式会社シン技術コンサルに依託し、撮影したものである。

７．第５章「自然化学分析」は、株式会社古環境研究所に依託した報告であるが、遺構の名称など一

部を補訂している。

８．本報告書に使用した地形図は、国土地理院発行５０，０００分の１「五城目」と日本道路公団東北支社

秋田工事事務所提供の１，０００分の１工事用図面である。

９．本遺跡の調査ならびに報告書刊行にあたり、次の方々よりご指導、ご教示を賜った。記して感謝

申し上げます（敬称略、五十音順）。

穴澤義功、瀬下司、手塚 均、秋元信夫、藤井安正

凡 例

１．本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は座標北である。

２．土層注記は基本層位にローマ数字を用いた。

３．遺構にはその種類ごとに略記号を付し、柱穴様ピットと他の遺構を区別してそれぞれ検出順に通

し番号を付したが、遺構ではないと判断したものは欠番とした。なお遺構には下記の略記号を使用

した。

ＳＩ 竪穴住居跡 ＳＫＩ 竪穴状遺構 ＳＢ 掘立柱建物跡

ＳＳ 製鉄関連遺構 ＳＫ 土坑 ＳＮ 焼土遺構

ＳＤ 溝跡 ＳＫＰ 柱穴様ピット ＳＸ 性格不明遺構

４．遺物には遺構内外を区別して各種類ごとに通し番号を付した。鉄関連遺物は通し番号とした。

５．挿図中に用いたスクリーントーンは以下の通りである。

焼 土 炭化物の広がり 還元化した部分 グライ化した部分
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第１章 は じ め に

第１節 調査に至る経過

日本海沿岸東北自動車道は、新潟市から青森市にかけての日本海沿岸や県内の高速交通体系の改善

など、地域の生産活動と県民生活に必要な情報や物資の交流を促進することを目的として計画された

総延長３４０㎞の高速道路である。このうち、秋田県内では、国土交通省によって一部事業化されてい

る象潟仁賀保道路及び仁賀保本荘道路、秋田外環状道路、琴丘能代道路、大館西道路と連結して、小

坂ＪＣＴで東北自動車道に接続する。１９９７（平成９）年２月に新潟市～青森市までが日本海沿岸東北自

動車道として路線指定され、このうちの秋田南Ｉ・Ｃ～昭和男鹿半島Ｉ・Ｃ間の２５．７㎞については、同

年１１月１３日に開通している。

西野遺跡に係る昭和～琴丘間の２０．７㎞については、１９９１（平成３）年１２月に整備計画区間に、１９９３（平

成５）年１２月には実施計画認可を経て１９９４（平成６）年１１月に路線が発表された。

これを受けて県教育庁文化課では、路線上における埋蔵文化財の確認のため、１９９６（平成８）年９・

１２月に分布調査を実施し、その結果、西野遺跡を含む新たに発見した遺跡１６箇所と、周知の遺跡３箇

所の計１９遺跡が予定路線内に存在することが明らかとなった。

西野遺跡の確認調査は、５，６６０㎡を対象として平成１０年５月１１日から１５日にかけて実施され、古代

の集落跡を主体として、縄文・弥生時代の集落跡もある複合遺跡であり、工事区域内遺跡面積は３，９００

㎡であるとされた。なお、調査の対象となったのはこのうち２車線部分の２，９００㎡で、調査は平成１１・

１２年の２ヶ年にわたって行われた。

第２節 調査要項

遺 跡 名 称 西野遺跡（にしのいせき）

遺 跡 略 号 ４ＮＮ

所 在 地 秋田県南秋田郡昭和町豊川山田字家ノ上１１７－１外

調 査 期 間 平成１１年６月４日～６月１１日

平成１２年５月１５日～８月１１日

調 査 目 的 日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る事前発掘調査

調 査 面 積 ２，９００㎡（平成１１年度：１５０㎡ 平成１２年度：２，７５０㎡）

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 平成１１年度 小山 有希（秋田県埋蔵文化財センター調査課文化財主事）

伊藤 攻（同 調査課非常勤職員）

齋藤 浩志（同 調査課非常勤職員）

平成１２年度 半田あきほ（同 調査課学芸主事）

小塚裕姫子（同 調査課非常勤職員）

―１―



第１図 日本海沿岸東北自動車道と関連遺跡
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第２図 工事計画と調査範囲
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第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

遺跡はＪＲ奥羽線大久保駅から北東約１．６㎞、

山田集落に隣接して飯田川町との町境、北緯３５

度５２分２１秒、東経１４０度６分５秒に位置し、井

川丘陵の西側先端部の砂礫段丘上標高１４～２７ｍ

に立地する。

遺跡の所在する南秋田郡昭和町は、秋田市の

北に隣接し、八郎潟残存湖岸の南東部、出羽丘

陵西端部にある。出羽丘陵西部から八郎潟残存

湖へは幾筋もの小河川が流れ込み、これら各水

系により浸食を受けた丘陵地、河岸段丘が発達

している。

昭和町は、出羽丘陵俎山に水源を発する豊川

流域に位置し、八郎潟残存湖東岸に沿う形で並

走する国道７号線、ＪＲ奥羽本線が町を縦断す

る。

遺跡周辺の地形は『土地分類基本調査 五城

目』によると、出羽丘陵から西部に向けて山地、

丘陵地、段丘（砂礫段丘）、低地（湖岸平野）に分

けられる（第２図）。俎山を中心とする山地では

俎山山地が広がり、その側辺では井川丘陵、豊

川丘陵が見られる。豊川流域では、河岸段丘が

一部発達し、谷底低地である豊川低地が形成される。八郎潟湖岸の沖積低地は、丘陵地と残存湖岸の

間に広がる湖東沖積低地と馬踏川流域に形成された馬踏川低地から成る。

地質は、下位から新第三紀中新世の女川層、船川層、天徳寺層、鮮新世の笹岡層、第四紀更新世の

潟西層、段丘堆積物、完新世の段丘堆積物、沖積低地堆積物から構成されている。山地から湖岸に向

かって地質時代の古い地層から若い地層が順に重なっているが、地層が褶曲しているため、褶曲軸に

沿って同一層が繰り返し露出する。このため沖積低地に接する丘陵地の一部では、船川層の泥岩、女

川層の珪質頁岩がみられる。

第２節 歴史的環境

西野遺跡の所在する八郎潟町南東部においては、各時代にわたる数多くの遺跡がある。ここでは西

第３図 遺跡位置図

東経１４０°

北緯４０°
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第４図 地形区分図
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野遺跡の歴史的環境を探るため、八郎潟南東部の縄文時代から古代までの遺跡について概観する（第

５図、第１・２表）。

縄文時代では前期中葉で、井川町の大野地遺跡（１５）が挙げられる。１９８４～８６年に発掘調査が行われ、

円筒下層ａ・ｂ式を中心とする土器が出土した。円筒下層ｂ式と大木３～４式とに共伴関係がみられ、

遺跡内の土坑からはヤマトシジミ単一種からなる貝層が確認されている。後期～晩期の遺跡としては

『秋田県遺跡地図（中央版）』に遺物包含地として登録されている、狐森遺跡（２２）と七ツ森遺跡（２３）が

知られている。狐森遺跡からは、国指定重要文化財で後期後半の人面付環状注口土器が出土しており、

七ツ森遺跡からは縄文時代後期の破片のほか貝殻も出土している。また、昭和町の槻木地区は天然の

アスファルトの産地として知られている。

弥生時代の遺跡としては、井川町の新間Ａ・Ｂ遺跡（８・９）が挙げられる。新間Ａ遺跡からは籾痕

のついた弥生土器が出土している。同町の越雄遺跡（１０）は新発見の遺跡で２０００年に発掘調査されてお

り、弥生時代前期の竪穴住居跡や土器が出土している。

古代になると多くの遺跡が確認されていて、昭和町の羽白目遺跡（５５）、五城目町の石崎遺跡（３）・

岩野山古墳群（４）が知られている。羽白目遺跡は望烽跡とされており、１９６６・６７年に発掘調査が実施

されている。烽舎跡、柵跡、平窯跡が確認され、土師器・須恵器・刀子のほか「秋田」銘入りの瓦が

出土している。石崎遺跡は１９６７年、１９７２・７３年に発掘調査が行われている。櫓跡とされる柱痕と１辺

４００ｍ以上と推定される柵列が確認されている。岩野山古墳群は１９６０年に発見され、６１年から３回の

発掘調査が行われている。多数の土坑と溝状の方形遺構が副葬品とともに確認され、８世紀から１０世

紀までの墓域と考えられている。豊川河岸の丘陵上にも古代の遺跡が分布する。右岸の丘陵には深田

沢遺跡（３０）、深田沢Ⅱ遺跡（３１）、千刈田遺跡（３２）、塔田Ⅰ～Ⅲ遺跡（３４～３６）、火葬墓として登録され

ている槻木盛土墳遺跡（３７）、塔田Ⅳ遺跡（３８）、大宮遺跡（３９）、左岸には正戸尻Ⅰ・Ⅱ遺跡（４９・５０）、

寸白沢遺跡（５１）、高野遺跡（５２）がある。近年発掘調査が実施された遺跡としては掘立柱建物跡と板材

列、多数の土師器や須恵器、木製祭祀具が出土した中谷地遺跡（５）、掘立柱建物跡、製鉄炉が確認さ

れた開防遺跡（２）、古開Ⅱ遺跡（１６）、後山遺跡（４０）、元木山根Ⅱ遺跡（４２）、１９９４年の調査で炭焼窯２

基、１９９９年の調査で竪穴住居跡５軒が確認された大平遺跡（５６）がある。

《参考文献》

秋田県『土地分類基本調査 五城目』１９７３（昭和４８）年

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図（中央版）』１９９０（平成２）年

昭和町『昭和町史』１９８６（昭和６１）年

五城目町『五城目町』１９７５（昭和５０）年

井川町教育委員会『大野地遺跡発掘調査報告書』１９８８（昭和６３）年

五城目町教育委員会『石崎遺跡発掘調査報告 第１－第３回合報』１９７５（昭和５０）年

秋田県教育委員会『中谷地遺跡－日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ－』２００１（平成１３）

年

秋田県教育委員会『秋田環状道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ－大平遺跡－』１９９６（平成８）年

秋田県教育委員会『大平遺跡－日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅹ－』２００１（平成１３）年

秋田考古学協会『秋田考古学 昭和町特集号２５』１９６５年（昭和４０年）
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第５図 周辺遺跡位置図
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第１表 周辺遺跡一覧（１）

番号 遺跡名 所在地 種別 遺構、出土遺物等 時期

１ 貝保 八郎潟町川崎字貝保９９－３ほか 集落跡
竪穴住居跡、掘立柱建物跡、井戸跡、溝
跡、製鉄炉、土師器、須恵器、鉄製品

古代

２ 開防 五城目町小池字開防４９－２外 集落跡 井戸跡、土師器、須恵器、木製品 古代

３ 石崎 五城目町大川下樋口字道ノ下１０外 城柵跡 柵列、柱脚、陶硯、木製品等 古代

４ 岩野山古墳群 五城目町上樋口字樽沢２１４外 古墳
蕨手太刀、毛抜太刀、円頭太刀、勾玉、石
帯、刀子、鉄鏃、土師器、須恵器

古代

５ 中谷地 五城目町大川谷地中字谷地６外 集落跡
堀立柱建物跡、板材列、河川跡、土師器、
須恵器、木製品、板材、柱材ほか

古代

６ 下村 井川町北川尻字下村２４－１～２４－３ 遺物包含地 墨書須恵器 古代

７ 飛塚Ⅰ 井川町坂本字飛塚２４－１～２４－５０ 遺物包含地 墨書土師器、土師器片、須恵器片 古代

８ 新間Ａ 井川町黒坪字新間１７７、１７８ 遺物包含地 縄文土器（晩期）、弥生式土器ほか 縄文・弥生

９ 新間Ｂ 井川町黒坪字新間１９７ 遺物包含地 縄文土器（晩期）、弥生式土器ほか 縄文・弥生

１０ 越雄 井川町黒坪字越雄１６－１外 集落跡 竪穴住居跡、土器棺墓、弥生土器 弥生・古代

１１ 小泉 井川町黒坪字越雄３～５ 遺物包含地 土師器片、須恵器片、丸玉 古代

１２ 羽根田 井川町蓬田字羽根田７９－１、７９－２ 火葬墓 土師器壺（骨壺）、人骨 古代

１３ 野畑 井川町蓬田字野畑１１４－１～１３０ 遺物包含地
縄文土器片、石鏃、石匙、石槍、石斧、石
錘、石皿

縄文

１４ 南台 井川町八田大倉字南台 遺物包含地 骨臓器（土師器、須恵器） 古代

１５ 大野地 井川町坂本字大野地３００～３０５ 遺物包含地
土坑、縄文土器（中期）、円筒下層式、石
器、獣骨

縄文

１６ 古開Ⅱ 飯田川町和田妹川字古開２４１－１外 集落跡 竪穴住居跡、縄文土器、土師器 縄文

１７ 鳥木沢 飯田川町飯塚字鳥木沢 遺物包含地 縄文土器（後期、晩期） 縄文

１８ 古開 飯田川町和田字古開２５０－１外 遺物包含地 須恵器杯 古代

１９ 松葉沢 飯田川町下虻川字松葉沢８７、８８ 遺物包含地 縄文土器（中期、晩期） 古代・縄文

２０ 鹿来館 飯田川町和田妹川字鹿来２０－１外 館跡
帯曲輪、空堀、竪穴住居跡、土師器陶磁
器

縄文・古代
中世・近世

２１ 大崎道添 昭和町大久保字北野大崎道添６０～６４ 遺物包含地 土師器片 古代

２２ 狐森 昭和町大久保字北野大崎道添６６ 遺物包含地 縄文土器（後期・晩期）ほか 縄文

２３ 七ツ森 昭和町大久保字北野大崎道添２３ 遺物包含地 縄文土器（後期）、貝ほか 縄文

２４ 下畑 昭和町乱橋字下畑１１５ 遺物包含地 須恵器片 古代

２５ 元木山Ⅰ 昭和町大久保字元木山根５０ 遺物包含地 縄文土器片（後期）、土師器、須恵器片 縄文・古代

２６ 元木山Ⅱ 昭和町豊川龍毛字開沢 遺物包含地 縄文土器片（後期）、土師器、須恵器片 縄文・古代

２７ 西野 昭和町豊川山田字家ノ上１１７－１外 集落跡
竪穴式住居、鍛治炉、縄文土器片（後期）、
石鏃、土師器、須恵器片、鉄滓

縄文・弥生
古代

２８ 湯の沢Ⅰ 昭和町豊川山田字市の坪 遺物包含地 縄文土器片（前期）、須恵器片 縄文・古代

２９ 湯の沢Ⅱ 昭和町豊川山田字市の坪 遺物包含地 土師器片 古代

３０ 深田沢 昭和町豊川山田字深田沢 遺物包含地 須恵器片 古代

３１ 深田沢Ⅱ 昭和町豊川山田字深田沢 遺物包含地 土師器、須恵器 古代

３２ 千刈田 昭和町豊川龍毛字千刈田 遺物包含地 石鏃、須恵器片 縄文・古代

３３ 塩辛田 昭和町豊川龍毛字塩辛田５～８ 遺物包含地 石刀 縄文

３４ 塔田Ⅰ 昭和町豊川槻木字塔田 遺物包含地 土師器、須恵器片 古代

３５ 塔田Ⅱ 昭和町豊川槻木字塔田６０ 遺物包含地 須恵器、土師器片 古代

第２節 歴史的環境

―９―



第２表 周辺遺跡一覧（２）

番号 遺跡名 所在地 種別 遺構、出土遺物等 時期

３６ 塔田Ⅲ 昭和町豊川槻木字塔田１２ 遺物包含地 須恵器片 古代

３７ 槻木盛土墳 昭和町豊川槻木字塔田７ 火葬墓 須恵器片、壺、葺石 古代

３８ 塔田Ⅳ 昭和町豊川槻木字塔田１～２ 遺物包含地 土師器片、須恵器片 古代

３９ 大宮 昭和町豊川槻木字大富３４ 遺物包含地 須恵器壺 古代

４０ 後山 昭和町豊川龍毛字後山２５－３外 集落跡
竪穴住居跡、溝跡、土器埋設遺構、縄文
土器片（中期）、土師器、須恵器

縄文・古代

４１ 元木山根Ⅰ 昭和町大久保字元木山根 遺物包含地 剥片 縄文

４２ 元木山根Ⅱ 昭和町大久保字元木山根２８６外 遺物包含地 土師器、須恵器 古代

４３ 鳥巻Ⅰ 昭和町豊川槻木字鳥巻 遺物包含地 縄文土器片（前期、後期）、須恵器片 縄文・古代

４４ 鳥巻Ⅱ 昭和町豊川槻木字鳥巻３５ 遺物包含地
縄文土器片（中期、後期）、鉢、アスファ
ルト付着、鉢型土器

縄文

４５ 真形尻 昭和町豊川槻木字真形尻３１ 遺物包含地 縄文土器片（中期）、鹿・鳥類骨 縄文

４６ カラス沢 昭和町豊川槻木字カラス沢 遺物包含地 土師器片 古代

４７ 草生土沢Ⅰ 昭和町豊川槻木字草生土沢 遺物包含地 土師器片 古代

４８ 草生土沢Ⅱ 昭和町豊川槻木字草生土沢 遺物包含地 石匙 縄文

４９ 正戸尻Ⅰ 昭和町豊川槻木字正戸尻６２ 遺物包含地 須恵器片 古代

５０ 正戸尻Ⅱ 昭和町豊川槻木字正戸尻 遺物包含地 土師器、須恵器片 古代

５１ 寸白沢 昭和町豊川槻木字寸白沢 遺物包含地 須恵器片 古代

５２ 高野 昭和町豊川槻木字高野６４ 遺物包含地 須恵器片 古代

５３ 苗代沢 昭和町豊川岡井戸字中丸１１１他 遺物包含地 縄文土器片（晩期）、土師器、須恵器片 縄文・古代

５４ アケビ沢台 昭和町豊川山田字市の坪 遺物包含地 縄文土器片（晩期）、土師器片 縄文・古代

５５ 羽白目 昭和町豊川上虻川字羽白目 望烽
烽舎跡、柵跡、平窯跡、瓦、刀子、土師器
須恵器、鉄器

古代

５６ 大平 秋田市金足岩瀬字松館大平２８－５外 集落跡
竪穴住居跡、建物跡、土器埋設遺構、土
器焼成遺構、炭焼窯跡、縄文土器、土師
器、須恵器

縄文

５７ 上松館 秋田市金足岩瀬字上松館 遺物包含地 縄文土器 縄文

５８ 大清水台Ⅰ 秋田市金足大清水字大清水台７３・７４・７５ 遺物包含地 縄文土器 縄文

５９ 大清水台Ⅱ 秋田市金足大清水字大清水台６３・６４・６５ 遺物包含地 土師器、須恵器 古代

６０ 前山Ⅰ 秋田市金足岩瀬字前山７ 遺物包含地 須恵器 古代

６１ 前山Ⅱ 秋田市金足岩瀬字前山 遺物包含地 須恵器 古代

６２ 北田 秋田市金足岩瀬字北田 遺物包含地 須恵器 古代

６３ 大沢 秋田市金足岩瀬字大沢 遺物包含地 縄文土器、赤褐色土器 縄文・古代

６４ 細長根Ⅰ 天王町天王字細長根 遺物包含地 土師器片 古代

６５ 細長根Ⅱ 天王町天王字細長根 遺物包含地 土師器片 古代

第２章 遺跡の環境
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第３章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

西野遺跡は八郎潟残存湖の南東岸、出羽丘陵の西部に位置する昭和町にあり、井川丘陵西部の末端

部の南側緩斜面に立地する。南約５００ｍには豊川が流れ、西側には国道７号線が、南側には町道が丘

陵末端の段丘を分断して走っている。町道に接する南側は地山も含めて深く削平を受けている。

遺跡の現況は杉林である。調査区内の中央部には南から東へ農業用道路が走っている。

第２節 調査の方法

１．調査区の設定
調査区には４ｍ×４ｍの方眼を設定するグリット法を採用した。遺跡内に所在する工事用センター

杭№２１＋２０を原点（ＭＡ５０）とし、この原点から磁北方向に基準点を設定した。グリッド杭には東から

西へ…ＬＴ・ＭＡ・ＭＢ…というアルファベットと、南から北に向かって…４９・５０・５１…の２桁の数

字を付し、両者を組み合わせてグリット名称とした。

２．調査の方法及び記録作成
調査は確認調査の結果をうけて、表土除去を人力で行った。遺構は柱穴とその他の遺構を区別し、

確認した順に番号を割り当て、精査の結果遺構でないと判断した場合はその番号を欠番とした。遺構

の平面図・断面図はそれぞれ１／２０の縮尺で作成し、遺構によっては１／１０で作成した。遺跡全体の

基本土層図はＭＡライン、４６・５５・６０ラインで作成した。土層図は１／２０の縮尺で作成し、色調・土

質等の特徴を記載した。遺物は、遺構外出土についてはグリット内における位置を記録し、遺構内出

土の遺物は番号を付けて取り上げた。鍛冶炉とその周辺遺構の微細な遺物は２５㎝メッシュで土ごと取

り上げた。

写真撮影は３５㎜のモノクロおよびリバーサルフィルムを併用し、カラーネガフィルムも適宜使用し

た。

３．室内整理の方法
遺物は、縄文時代から平安時代にかけてのものが出土した。縄文土器・弥生土器・土師器・須恵

器・土製品・石器・石製品および鉄製品・鉄滓等で５５×３４×１５㎝のコンテナで５４箱である。これらの

遺物は洗浄し、グリット名・層位・出土年月日を注記した。土器は接合・復元作業を行い、実測図を

作成した。鉄関連遺物は選別後、磁着度・メタル度・重量を測定した。鍛冶炉遺構付近の土は洗浄後

０．８㎜・２㎜・４㎜のふるいで選別し、重量を測定した。
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第３節 調査の経過

平成１１年度
５月３１日 テント設営。表土除去開始。

６月１日 表土除去。７日 遺構検出作業。９日 ＳＫ０１検出、精査、完掘。１０～１１日遺構検出作

業。調査終了。

平成１２年度
５月１０日 昭和町公民館にて作業員説明会を行う。１５日 機材搬入、資材の整理。１６日 調査範囲

内草刈り。１７日 表土除去開始し、基本土層ベルト設定。１８日 最北山頂部から精査を開始。ＬＴ５８

グリッドより鉄滓が出土。２３日 調査区北西、遺物集中地域を精査開始。２５日 ＭＢ４８グリッドで焼

土確認。２６日 表土除去７０％終了。

６月６日 作業員の健康診断を行う。７日 紡錘車が出土。ＳＩ１７・１８を確認。８日 羽口（内径

約３㎝）が出土。９日 たたら研究会穴澤義功氏来跡。１４日 ＳＳ２５を検出。１６日 昭和町教育委員

会教育長桜庭次男氏来跡。２２日 生涯学習センター「縄文ふれあい工房」の６名遺跡見学。

２３日 ＳＳ２５炉底部検出。

７月６日 ＳＩ２０を完掘。７月１４日 ＳＩ３６の掘り下げ開始。１７日 本日より小塚・佐々木非常勤

職員調査参加。ＳＫＦ４７完掘。２１日 ＳＩ３６のカマド、ＳＩ１４の焼土、ＳＩ６２・６３・６４を確認した。

２４日 ＳＤ３９完掘。２６日 午前、羽城中学校１年生見学。２７日 ＳＩ６７確認、掘り下げ開始。

２８日 ＳＫＩ４２完掘。

８月３日 ＳＩ６１は南側に土器埋設炉をもつ竪穴住居跡であることがわかる。８日 ＳＩ３６完掘。

調査区北部の全景写真撮影。９日 ラジコンヘリによる遺跡全景写真の空撮。ＳＳ２５・ＳＤ３９・ＳＩ

６４・７８を完掘。８月１０日 ＳＩ８２・８８・８９・９０の断面図作成。地形図作成。コンテナハウス整理。撤

収作業を行う。

８月１１日 ＳＩ８２・８８・８９・９０の平面図作成。地形図作成。調査を終了する。

第３章 発掘調査の概要
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第６図 遺構配置図
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第７図 グリット設定図

１７
．１
２

至
青
森

２０

２９
０．
７㎞

１５

２２
．１
０

（
湿
）

１５
．６
０

鹿
の
崎
堤

２２
．５
９

２０
．１
０

６５

１７
．６
６

２７
．５
２

２６
．５
１

６０

１８
．６
５

２９
０．
６㎞

１４
．１
９

５５

１４
．０
７

ＬＰ

５０

一
般
国
道
７
号

Ｈ
＝
１９
．０
５６

Ｋ
Ｂ
Ｍ

４５

１０
．４
０

ＭＡ

１８
．８
８

１８
．２
６

１２
．６２

４０

１４
．７
５

ＭＦ

１５
．３
１

１１
．６
０

１１
．７
７

２０

１５
．７
０

１０
．６
４

至
秋
田

１４
．１
０

１５

１７
．０
４

１５

８
．４
９

１０ ０ ２０ｍ

第３節 調査の経過

―１５――１５―



第４章 調査の記録

第１節 基本層位

遺跡の基本層序は調査区南北のＭＡライン、東西の６０・５５・４６ラインで確認した。

第Ⅰ層 黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３～１０ＹＲ３／２）：調査区全体覆う旧表土である。

第Ⅱ層 黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）～黒色土（１０ＹＲ２／１）：土師器片、焼土ブロック、炭化物が

混入。古代の生活面と遺物包含層である。

第Ⅲ層 暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３～１０ＹＲ３／４）：北側の旧沢地形ではこの面で遺構を確認して

いる。

第Ⅳ層 黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）：出土密度は低いが縄文時代前期円筒下層様式の土器が出

土しており、縄文前期の包含層である。

第Ⅴ層 褐色シルト質土（１０ＹＲ４／６）～明黄褐色粘土質（１０ＹＲ６／８）：地山である。

第Ⅱ～第Ⅳ層は旧沢地形部分でのみ確認される。深いところでは第Ⅰ～Ⅴ層まで６０㎝である。その

ほかでは６０ライン以北は第Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ層、第Ⅰ・Ⅳ・Ⅴ層、または第Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ層で、第Ⅱ層が

堆積していない地区もある。５５ライン以南の沢地形以外では第Ⅰ・Ⅴ層が確認され、約１０～２０㎝の厚

さである。南側の平地では第Ⅰ層の旧耕作土のみで、縄文土器片・弥生土器片・土師器片・須恵器片

が混在して出土している。

第８図 基本土層図

ＭＡ６０ ＭＡ５９
２４．４ｍ２４．５ｍ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ ⅤⅢ Ⅳ Ⅴ

ⅠⅠ

ＭＧ４６ＬＰ５５
１９．０m２２．１ｍ Ⅴ

Ⅴ Ⅲ Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ

０ ２ｍ
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第２節 検出遺構と出土遺物

本調査で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡１軒、古代の竪穴住居跡１６軒、竪穴状遺構１基、

掘立柱建物跡２棟、柱穴様ピット２７０基、鍛冶炉１基、土坑３３基（このうち土器焼成遺構の可能性があ

るもの１基）、焼土遺構６基、溝１０条を数える。

なお、竪穴住居跡の中でカマドを確認できなかったものについては切り合いの関係やその後の削平

によると判断した場合竪穴住居跡として扱っている。また、柱穴様ピットは、建物跡に伴うと判断で

きなかったものについては一覧表で示している（第２表）。

出土した遺構の属する時期は不明確なものも多く含まれているため、竪穴住居跡以外は時代別では

なく、竪穴住居跡、竪穴状遺構、掘立柱建物跡、柱穴様ピット、鍛冶炉、土坑、焼土遺構、溝跡の順

番で、遺構の種別毎に掲載した。

１．竪穴住居跡
（１）縄文時代の竪穴住居跡

ＳＩ６１（第９図、図版２）

調査区北側ＬＳ・ＬＴ５５・５６グリットに位置する。ＳＫＩ４２の精査中に暗褐色土の円形の広がりと

して確認した。上面で４×３ｍ、底面で３．６×２．３ｍの楕円形を呈する。壁は北側で高さ０．５ｍで外反

して立ち上がるが、東側の壁はＳＫＩ４２によって切られ、西側ではＳＢ９６のＰ１の影響を受けてい

る。

覆土は全体にしまりがあり、１・２層は基本層序のⅢ・Ⅳ層にそれぞれ由来し、３層は住居廃棄直

後に当時の生活面であった表土が堆積したものと考えられる。底面は平坦で堅くしまる。柱穴はＰ１

とＰ４が考えられ、Ｐ１は底面で直径２０㎝、床面からの深さ２９㎝、Ｐ４は直径１７㎝、深さ１７㎝で覆土

はいずれも暗褐色土である。

炉は南壁に接して設けられ、径１ｍほどの浅い掘り込みの中央に体部下半を欠く深鉢形土器（第５０

図１２）を正立させた土器埋設炉で、掘り込みの底面は埋設土器を中心に径８０㎝ほどの範囲に赤変硬化

している。遺物は２層から縄文土器片３２点、石器及び剥片が３３点出土している。土器は器面の風化が

激しいため時期を明らかにできないが、胎土中に繊維を混入したものもある。炉の埋設土器は体部上

半が僅かにくびれ、体部中央に膨らみのある深鉢形土器で、結節のＬＲ＋ＲＬ原体による羽状縄文が

施されてる。石器及び剥片の石質は頁岩が多いが、黒曜石の剥片も４点ある。石器（第４９図３１～３４）に

は、石箆・�器などがあり、いずれも素材剥片の先行剥離面を広く残している。

本住居の時期は炉の埋設土器から、縄文時代中期の大木８ｂ式期と考えられる。

（２）古代の竪穴住居跡

ＳＩ１４（第１０・１１図、図版４）

ＬＳ・ＬＴ５１・５２グリットに位置する。地山面で黒褐色土の長方形の落ち込みを確認した。ＳＩ９２

と切り合うが、覆土の状況と北壁検出状況から本住居跡が新しいと判断した。規模は、北西－西、南

東－南の壁が失われているため確定できないが、本住居の柱穴（Ｐ２～Ｐ７・Ｐ１２～Ｐ１４・Ｐ１７・Ｐ

１９）配置から、南北４ｍ以上、東西７ｍほどの方形を呈すると推定される。壁は緩やかに外傾して立
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第９図 ＳⅠ６１竪穴住居跡

Ｄ

Ｆ

Ｐ４

Ｅ
Ｐ５Ａ

Ｂ

Ｐ３
Ｐ２

Ｐ１

Ｃ

ＳＫⅠ４２

Ａ Ｂ
２２．７ｍ

１
３

４ ２

Ｃ Ｄ
２２．７ｍ

１

２
３

ＳＩ６１
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）炭化物粒１％混入
２ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）地山粒１％混入
３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）地山粒１％混入
４ 褐色土（１０ＹＲ４／４）壁崩壊土

ＳＩ６１炉
１ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／３）焼土
２ 極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）炭化物粒極小、焼土粒混入
３ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／４）焼土

Ｅ Ｆ
２２．１ｍ

３２１３

０ ２ｍ
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ち上がり、床面は平坦で堅くしまり、北壁に沿って長さ８０㎝、上面幅４～１０㎝、底面幅２～８㎝、床

面からの深さ５㎝の壁溝がある。なお床面ほぼ中央のＰ８は形態から轆轤ピットの可能性が考えられ

る。覆土の堆積状況から本住居跡は焼失家屋と判断される。

遺物は土師器片、須恵器片、鉄製紡錘車（第６７図１２）、フイゴ羽口片（第６７図１３）、鍛冶滓（第６７図９）、

石器（第４７図２・３）、弥生時代の甕形土器・浅鉢形土器の破片（第５０図２・３）が出土している。

ＳＩ１７（第１２図）

ＭＥ・ＭＦ５１・５２グリッドに位置し、南側でＳＫ５１に切られている。平坦な地山面で暗褐色土の長

方形の落ち込みとして確認した。東西壁４．６ｍ、南北壁３．６ｍほどの規模で、長方形を呈する住居跡で

ある。確認面からの深さは２０㎝ほどで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦で堅くしまっており、

床面中央から東壁の間に焼土や炭化物が広い範囲に確認された。壁に沿う直径２０㎝前後のピット（Ｐ

１～Ｐ５）が柱穴と考えられるが、西壁に沿う床面では１個しか検出できなかった。また、北側床面

にある直径２５㎝、深さ３０㎝のピット（Ｐ６）は周辺とピット壁が強く焼けて赤色硬化しており、検出当

初、柱穴や轆轤ピット、あるいは鍛冶炉とも考えられたが、深さはや被熱状況からはいずれとも判断

できなかった。

カマドは、東壁中央部に広がる焼土下で検出した直径０．６５ｍほどの落ち込みが主体部で、４個の焼

けた礫は、カマドの構築材と判断した。覆土の１層は基本層のⅡ層に由来する暗褐色土で土師器など

の遺物が出土しており、２層と４層は住居周辺の地山土である褐色土を主体とし、床面直上の３層も

Ⅱ層由来と考えられる暗褐色土である。覆土の堆積状況からは、本住居跡はⅡ層中から掘り込まれ、

廃棄された後に当時の生活面である３層が堆積し、その後人為的に地山土で埋め戻されたものと考え

られる。

遺物は１層を中心に土師器２４点、須恵器２点が出土しているが、いずれも破片である。

本住居跡の時期は覆土の堆積状況から古代で、さらに、床面採取の炭化物の年代測定で西暦１，０２０

年の測定値が提示されていることから、平安時代中頃と判断される。

ＳＩ２０（第１３図）

ＭＣ・ＭＤ・ＭＥ５０・５１グリッドに位置する。地山面で長方形の暗褐色土のプランを確認した。南

西部分が削平されているが東西６．１４×南北３ｍ以上の隅丸長方形を呈するものと推定される。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦で堅くしまっている。ピットは５個（Ｐ１～Ｐ５）確認したが、平面

的な位置からは本住居跡の柱穴とは考えがたい。カマドは確認できなかったが、中央西側に焼土を含

む炭化物が入った落ち込みある。住居覆土は４層に分層し、堆積状況から人為的に埋め戻されたと判

断した。

遺物は土師器破片、須恵器破片、鉄製品（第６７図１５）、鉄滓（第６７図１４）、石器（第４７図７・８）、弥生

土器片が出土している。
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第１０図 ＳⅠ１４・９５竪穴住居跡（１）

Ｅ
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トレンチＰ１５ Ｋ

ＢＡ Ｐ１４
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Ｐ８

Ｐ６Ｉ Ｌ

Ｊ

Ｐ１０

Ｐ１２ Ｐ７

Ｐ９ Ｄ

Ｆ

Ｐ１１

Ｈ

Ａ Ｂ１ ９ ８９ １４ ９７ ５ ２８ ７ ２１３ ３２２０．０ｍ
１２

ＤＣ ＳＩ１４・９５
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや弱 炭化物粒極小～中２
％、地山粒５％混入

２ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまりやや強 炭化物粒極小～中２
％、地山粒１０％混入

３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒極小～極大１０％、
焼土粒小～中２％混入

４ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまりきわめて強 粘性中
黒褐色土粒極小～中１０％混入

５ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／６）しまり強 炭化物粒極小５％混入
６ 赤褐色土（５ＹＲ４／８）焼土 しまりきわめて強
７ 黒褐色土（５ＹＲ２／１）炭化物包含層 しまりやや弱 粘性中
炭化物粒大～極大５０％ 焼土粒極小～極大２０％混入

８ 明赤褐色土（５ＹＲ５／８）焼土 しまりきわめて強
９ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／６）しまりやや弱
炭化物粒極小～極大１％混入

１０ 褐色土（１０ＹＲ４／４）焼土 しまりきわめて強
１１ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまりやや弱 炭化物粒極小～中３％混入

焼土粒極小２％混入、地山粒１０％混入
１２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 炭化物粒極小１％

地山粒３０％混入
１３ 黒褐色土（５ＹＲ３／１）炭化物包含層 しまりやや強

粘性中
炭化物粒大、焼土粒極小～中３％混入、地山粒混入

１４ 黒褐色土（５ＹＲ２／３）しまり強 炭化物粒状極小～大１％、
焼土粒極小１％混入、地山粒５％混入

１５ 明褐色土（２．５ＹＲ５／３）しまりきわめて強

２０．１ｍ ６ １３ ７ １ ２ ３ １２

ＦＥ２０．１ｍ １１２ ３ １２ ２ ３ １２ ２ ４ １２

ＨＧ
２０．１ｍ １３ ９８ ８ ２ １２ ３ １２

Ｉ Ｊ ＬＫ
１９．８m１５１９．８ｍ ２

Ｐ８
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／１）しまりやや強 炭化物粒極大４０％
地山塊１５％混入

２ 明褐色土（７．５ＹＲ５／８）粘土塊
３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや弱 炭化物粒極小１

％、地山塊３０％混入

１１４

３

０ ３ｍ
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第１１図 ＳⅠ１４・９５竪穴住居跡（２）

ＳＩ１４・９２柱穴一覧
番号 開口部

（㎝）
底面径
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 覆 土 番号 開口部

（㎝）
底面径
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 覆 土

Ｐ１ ２２×２０ １８×１６ ４７．２ １９．３４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強
炭化物粒極小１％ 地山粒３％混入

Ｐ１１ ３２×３０ ２６×２６ ３０．８ １９．２０ 黒褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや強
炭化物粒極小１％ 焼土粒極小１％
地山粒５％混入

Ｐ２ ２２×１６ １２×１０ ３６．７ １９．３０ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強
炭化物粒極大１％混入 Ｐ１２ １６×１６ １２×１２ ２１．６ １９．４０ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまりやや強

炭化物粒極小１％ 地山粒１０％混入
Ｐ３ ３２×２６ ２２×２２ ４９．４ １９．１７ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強

炭化物粒極小１％未満
焼土粒極小１％未満 地山粒１０％混入

Ｐ１３ ３２×２６ １６×１６ ３１．６ １９．３３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや強
炭化物粒極大３％ 焼土粒大３％
地山粒１％以下混入

Ｐ４ ２２×１８ １４×１４ ４４．５ １９．２３ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強
炭化物粒小１％ 焼土粒極小１％
地山粒１０％混入

Ｐ１４ ２６×２４ １６×１６ ３４．６ １９．２６ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強
炭化物粒３㎜以下５％ 焼土粒極小１％
地山粒１０％混入

Ｐ５ １８×１８ １４×１２ ４９．５ １９．１７ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強
炭化物粒極小１％ 焼土粒極小１％
地山粒１５％混入

Ｐ１５ ２２×２２ １８×１８ ３６．１ １９．２５ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強
炭化物粒極小１％ 焼土粒小１％
地山粒２％混入

Ｐ６ ２２×２２ １４×１４ ４４．６ １９．２０ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強
炭化物粒極小１％ 焼土粒極小１％
地山粒２０％混入

Ｐ１６ ２２×２２ １８×１６ ４４．３ １９．２８ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強
炭化物粒極小１％ 地山粒極大５％混入

Ｐ１７ ２０×２０ １６×１４ ３７．２ １９．２６ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強
炭化物粒極小１％ 焼土粒極小１％
地山粒１％混入

Ｐ７ ２０×２０ １４×１２ ５５．８ １９．０７ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまりやや強
炭化物粒極小１％ 地山粒２５％混入

Ｐ８ ４６×３８ １２×１０ ７１．６ １８．９２ 図中にあり Ｐ１８ ２６×２４ １８×１８ ６２．３ １９．１３ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強
炭化物粒大１％ 地山粒３％混入Ｐ９ ３４×３２ ３０×２６ ６５．１ １８．９０ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強

炭化物粒極大１％ 地山粒１０％混入 Ｐ１９ ３２×２２ ６×４ ４４．４ １９．２２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや強
炭化物粒極小１％Ｐ１０ ２２×２０ １６×１４ ２０．６ １９．４４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強

炭化物粒大１％
地山粒２％以下混入

Ｐ２０ １０×１０ ６×４ ４１．６ １９．４９ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強
炭化物粒極小１％混入 地山粒１％混入

ＳⅠ１４

ＳⅠ９５

焼土と炭化物の範囲

ＥＥ ＳⅠ１４

ＳⅠ９５
２０
．１
ｍ

Ｆ Ｆ

０ ３ｍ遺物出土分布
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第１２図 ＳⅠ１７竪穴住居跡

Ｐ１Ｐ２
Ｓ

ＳＰ３ Ｓ Ｓ

Ｐ６

Ａ Ｂ

ＳＫ５１

Ｐ４

Ｐ５ ＢＡ
２１．４ｍ ５ ４４４

１１ １カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

２ ２ ２ ３
３

ＳＩ１７
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）基本土層Ⅱ層で遺物含む
２ 褐色土（１０ＹＲ４／６）地山土で径１０㎝前後の塊状
灰白色凝灰岩塊小混入

３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）基本土層Ⅱ層で地山塊混入
４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／１）炭化物層
５ 赤褐色土（５ＹＲ）焼土

ＳＫ５１

焼土と炭化物の範囲 ０ ２ｍ
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第１３図 ＳⅠ２０竪穴住居跡

ＳＩ２０柱穴一覧
番号 開口部径

（㎝）
底部径
（㎝）

深さ
（㎝）

標高
（ｍ） 覆 土

Ｐ１ ２７×２５ １８×１１ １１．８ ２０．１６ 暗褐色土～褐色土（１０ＹＲ３／３～３／４）しまりあり
焼土粒極小１％ 炭化物極小１％

Ｐ２ ２８×２４ １３×８ １２．９ ２０．１８ 暗褐色土～褐色土（１０ＹＲ３／３～３／４９）しまりあり
焼土粒極小１％ 炭化物極小１％ 地山１％

Ｐ３ ２７×２２ １４×１０ ５．０ ２０．２６ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまりあり 焼土粒極小５％
炭化物極小１％

Ｐ４ ２３×１７ １６×１１ １２．２ ２０．２０ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまりあり 炭化物極小１％

Ｐ５ ２０×１６ １３×１１ １０．０ ２０．２１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまりあり 炭化物極小１％
地山２％

Ｄ

Ｐ４

Ａ Ｆ Ｂ

Ｈ

Ｐ３
Ｐ５

Ｐ２Ｅ

Ｐ１Ｇ

Ｃ

Ａ Ｂ
２０．９ｍ

３ ６ ３１
２

Ｃ Ｄ
２０．９ｍ ３

Ｆ２０．５ｍＥ３
５６ ９３ ８６ ４７４８２１

ＳＩ２０
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒極小～小１％、地山塊混入
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 炭化物粒極小１％未満、地山粒２％混入褐色土筋状に混入
３ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり強 地山塊２％混入
４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）炭化物粒極小５％、焼土粒中３％、地山塊１５％混入
５ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）砂質 しまり強 炭化物粒小１％未満、地山粒大２％混入
６ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）炭層筋状４０％ 焼土粒小～大２％混入
７ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり強 粘性中、炭化物粒小１％未満混入
８ 黄褐色土（１０ＹＲ５／８）粘土層
９ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）炭化物層 焼土粒大～極大５％混入

２０．５ｍ ＨＧ ４７６８７４６

０ ３ｍ
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ＳＩ３０（第１４・１５図、図版２）

ＬＲ・ＬＳ・ＬＴ５２・５３グリットに位置する。北から南に傾斜する地山面で、不整形の暗褐色土の

プランを確認した。柱穴配置からは、Ｐ１～Ｐ６・Ｐ１３・Ｐ２０～Ｐ２３・Ｐ２５・Ｐ２７・Ｐ２８で構成され

る住居（ＳＩ３０）と、Ｐ７～Ｐ９・Ｐ１２を結ぶラインを東壁とする住居、Ｐ１４～Ｐ１７を結ぶラインを東

壁とする住居の３軒が重複する可能性がある。ＳＩ３０の規模と形態は、柱穴配置から、南北３．５ｍ×

東西３．５ｍの方形を呈する住居と推定される。覆土は北壁付近だけに確認されただけで、７層に分層

したものの、複数の住居の新旧関係については、明確にできなかった。覆土４層は焼土、５～７層が

炭化物を多量に含む層である。北側のみに残る壁はやや外傾して立ち上がり、床面はほぼ平坦で堅く

しまる。カマドは検出できなかったが、南東の床面に焼土が確認され、南側に炭化物の入った楕円形

の落ち込みがある。住居南側のＳＤ４６との新旧関係も不明である。

遺物は土師器、須恵器、弥生土器、縄文土器、石器（第４７図９）が出土している。

ＳＩ３５（第１６・１７図、図版３）

ＭＥ・ＭＦ４４・４５グリットに位置する。地山面で方形の暗褐色土のプランとして確認した。ＳＫＰ

２８０・２９７と切り合うが本住居跡が古い。規模は、南北５．８ｍ×東西４．５ｍの隅丸方形を呈し、主軸方向

はＮ－１５°Ｗである。壁は垂直に立ち上がり、床面は平坦で堅くしまっている。壁溝は、壁に沿って

四方に巡るが、南側で空いている部分があり、住居の入り口と考えられる。柱穴は各コーナー（Ｐ１

～Ｐ４）で確認したが、ほかに柱穴と考えられるピットは確認できなかった。カマドは無い。床面直

上で炭化材や焼土の広がりが認められたことから、本住居跡は焼失家屋と判断される。

遺物は、底部に木葉痕が残る小形の土師器甕（第５２・５３図３２～３７）のほか須恵器蓋・坏・甕（第５２図

２７～３１）、石器（第４７・４８図１０～２２）、弥生土器が出土している。

ＳＩ３６（第１８・１９図、図版４）

ＭＧ・ＭＨ４６・４７に位置し、地山面で黒褐色の方形プランとして確認し、ＳＫ８５と切り合うが本住

居が新しい。西側の一部は調査区外となっているが、規模は、北壁の柱穴位置（Ｐ１・Ｐ２）が壁のほ

ぼ中央と考えると、一辺４．５ｍの方形を呈すると推定される。確認面からの深さは１０～４５㎝、床面は

ほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。壁溝は、上面幅１０～２０㎝、底面幅６～１０㎝、床面からの深さ

４～１７㎝で、カマド付近で途切れる。柱穴は、北西隅（Ｐ３・Ｐ４）と南西隅（Ｐ５・Ｐ６）でそれぞれ

のコーナーを挟むように２個一組あり、北壁の中央部と考えられる位置にも２個の柱穴（Ｐ１・Ｐ２）

がある。

カマドは南壁寄りにあり、径８０㎝、深さ３０㎝の落ち込みに、土師器甕が支脚として用いられている。

床面中央部からやや南寄りで、径５０～６０㎝、深さ３０㎝の底面が加熱により赤色硬化した落ち込みがあ

るが、性格は不明である。覆土１・２層の赤褐色焼土はカマド上部の崩壊土と考えられ、その他は人

為的に埋めもどされたものと判断した。

遺物は床面から、土師器甕（第５３図４０）、須恵器坏（第５３図３８・３９）、炉壁・鍛冶滓・鉄製品（第６７図

１６～１８）が、覆土中からは縄文土器（第５０図７）、弥生土器（第５０図８・９）、石器が出土している。

ＳＩ６２（第２０・２１・２７図）

ＬＴ４９・５０、ＭＡ４９・５０・５１、ＬＪ５０に位置する。地山面で不整形な暗褐色土のプランを確認した。

ＳＩ９０・９１、ＳＫ９４と重複しており、覆土の堆積状況から本住居跡がＳＩ９０・９１より古く、ＳＫ９４と
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第１４図 ＳⅠ３０竪穴住居跡（１）

ＳＫＰ２７ＳＫＰ２６

Ｂ Ｄ

Ｆ

Ｈ
Ｇ

Ｐ１４ Ｐ７Ｐ２１ Ｐ１

Ｐ８
Ｐ２

ＳⅠ３０
Ｐ２２

Ｐ９ Ｐ３

Ｐ１５トレンチ
Ｐ４

Ｐ２３ Ｐ５Ｐ１６
Ｐ２４

Ｐ２５ ＳＤ４６
Ｐ１７Ｐ２６

Ｐ２９

ＳＫＰ３０１ Ｐ１０
Ａ

Ｐ２７
トレンチ Ｐ１１Ｐ１８

Ｐ６
Ｐ２８

Ｐ２０ ＥＰ１２Ｐ１９
ＣＳⅠ９２ Ｐ１３

ＳⅠ１４

ＳＩ３０
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３～３／４）しまり中
炭化物粒極小１％混入

２ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）～暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり強 粘性弱 地山塊１０％混入

３ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり中 粘性中
地山塊２％混入

４ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／６）焼土 しまりやや強
地山塊３０％混入

５ 黒褐色土（１０ＹＲ２／１）炭化物層 しまり中
６ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 焼土塊５％混入
７ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり中 地山塊２％混入

ＢＡ
３０．０ｍ １２

３
１

２２４２５６７

ＤＣ
２０．８ｍ

Ｐ９ Ｐ７
Ｐ１２

トレンチ

３ｍ０
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は同時期かもしくは新しいものと判断した。南と北西側の壁は削平されているが、壁や壁溝から南北

５．２ｍ以上×東西４．８ｍの方形を呈する住居と推定される。確認面からの深さは１０㎝ほどで、壁は床面

から垂直に立ち上がり、床面は平坦で堅くしまっている。壁溝は、東西と北側の一部で確認され、幅

１０～２０㎝、深さは３０㎝で、本来は壁に沿って巡っていたものと考えられる。柱穴は、北東隅（Ｐ１）と

北壁のほぼ中央（Ｐ２）であるが、ほかには検出できなかった。カマドの位置も不明である。

北壁沿いに焼土・炭化物の堆積層があり、中央部の焼土層下には並列する炭化材が検出されたこと

から、本住居跡は消失家屋と考えられる。

遺物は、口縁部に沈線や段がみられる大形の土師器甕（第５４図４８～５１）、須恵器坏・甕（第５４図４３～４

７）、砥石（第６７図１９）、石器（第４９図３５～３８）、縄文土器、弥生土器（第５１図１３～２２）が出土している。

第１５図 ＳⅠ３０竪穴住居跡（２）

ＳＩ３０柱穴一覧
番号 開口部径

（㎝）
底面径
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 覆 土

Ｐ１ ２２×１８ １４×１０ ４２．０ １９．９０ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ２ １８×１４ １２×１０ ２０．９ ２０．０７ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ３ １６×１６ １０×１０ １５．８ ２０．０９ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 粘性中 地山粒５％混入
Ｐ４ ２０×１８ １２×１２ １８．７ ２０．０２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 粘性中 地山粒５％混入
Ｐ５ １６×１４ １２×１２ ２０．８ １９．９９ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 焼土粒極小１％未満 地山粒５％混入
Ｐ６ ２６×２２ １４×１４ １７．２ １９．７４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）地山粒５０％混入 根より撹乱を受けている
Ｐ７ ３４×３０ １８×１８ ４４．８ １９．８２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ８ ２８×２８ １４×１４ ３２．８ １９．９６ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒１％混入
Ｐ９ ３４×３６ ２８×２８ ３１．８ １９．８９ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ１０ ３４×３６ ２６×２８ １１．９ １９．９４ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 炭化物粒極小１％
Ｐ１１ ３２×２８ １８×１４ ３３．７ １９．６８ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 地山粒５０％混入
Ｐ１２ ３６×３２ ２０×１８ ７７．１ １９．１０ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 炭化物粒極小１％ 地山粒２５％混入
Ｐ１３ １６×１６ ８×８ １４．１ １９．６６ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強
Ｐ１４ ２０×１８ １４×１４ ２９．８ １９．９１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ１５ ３４×３４ １６×１６ ４９．０ １９．７３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ１６ ２２×２２ １６×１４ １１．２ ２０．０８ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒大３０％混入
Ｐ１７ １８×１８ １２×１２ １２．９ ２０．０１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒大３０％混入
Ｐ１８ １８×？ １６×？ １２．２ １９．８５ 黒褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや強 地山粒５％混入
Ｐ１９ ２６×２４ ２０×２０ ２１．６ １９．６４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまりやや強 炭化物粒極小１％ 地山粒３０％混入
Ｐ２０ １８×１２ １２×８ ８．８ １９．７９ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強
Ｐ２１ ２６×２４ １６×１４ ２７．８ １９．９１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまりやや強 地山粒５％混入
Ｐ２２ ２２×２２ ２０×２２ ２５．１ ２０．０４ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ２３ ２０×２０ １４×１６ １４．６ １９．９２ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 地山粒４０％混入
Ｐ２４ ２４×２０ １８×１４ １５．５ １９．９７ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 地山粒５％混入
Ｐ２５ ２０×１８ １０×１０ ２５．７ １９．８４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 地山粒２０％混入
Ｐ２６ ２０×２０ １４×１４ ２３．０ １９．７９ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 地山粒２５％混入
Ｐ２７ １６×１６ １２×１０ ９．２ １９．８５ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 炭化物粒中４０％ 地山粒小２０％混入
Ｐ２８ ２４×１４ １２×１０ ４１．０ １９．５１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 地山粒１％混入
Ｐ２９ ２２×２０ １８×１６ ５．５ １９．９０ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強 炭化物粒極小１％混入
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Ｐ１Ｐ７Ｐ１４Ｐ２１
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ＳＩ６４（第２１・２２・２７図）

ＭＢ・ＭＣ４８・４９グリットに位置する。地山面で暗褐色土の不整形プランを確認した。ＳＩ８２・９０・

ＳＤ８３・ＳＫ１０３と重複するが、ＳＩ８２・ＳＤ８３より新しく、ＳＩ８８より古い。規模は一辺４．８ｍで、

方形を呈している。確認面からの深さは２０㎝ほどで、壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

壁溝は、幅４～６㎝、床面からの深さ２～１０㎝で、壁に沿って巡るが、南側で空いている部分があ

り、入り口の可能性がある。柱穴は、北西隅（Ｐ１０）、南西隅（Ｐ１１・１２）、南東隅（Ｐ１３）にあるが、主

柱穴は確認できない。床面の中央から南西にかけて焼土が広く堆積していることから、本住居跡は焼

失したものと判断される。

遺物は土師器甕（第５５図５４）のほかボタン状のつまみを持つ須恵器蓋（第５５図５２・５３）が出土している。

ＳＩ６７（第２３図）

ＭＤ・ＭＥ４３・４４に位置する。北側と西側の壁を確認したが、中央から南側にかかけては削平を受

けている。ＳＫ１０１・１０２と重複しているが、本住居跡との新旧関係は確認できなかった。規模と平面

形は、残存する北壁と西壁の一部と、柱穴配置（Ｐ５・Ｐ７～Ｐ１１）から南北４．４ｍ×東西４ｍの長方

形を呈するものと推測される。確認面からの深さは北側で１０㎝ほどで、壁は外傾しつつ立ち上がり、

床面はほぼ平坦である。壁溝とカマドは検出されなかった。覆土は北側のみに黒褐色土が堆積してい

ただけである。

遺物は出土していない。

ＳＩ７８（第２４図、図版５）

ＬＴ・ＭＡ４８・４９グリットに位置する。全面にわたって削平を受けており、わずかに北側の壁溝と

焼土面を確認したにすぎず、規模と平面形などについては不明である。

ＳＩ８２（第２６・２７図）

ＭＢ・ＭＣ４８・４９グリットに位置する。暗褐色土の落ち込みとして確認したが、ＳＩ６４・８８・８９・

９０と複雑に重複し、ＳＩ８９よりは新しく、ＳＩ６４・８８・９０より古い。北西壁と南西壁の一部を認めた

だけで、規模や平面形などについては不明である。確認面からの深さは１５㎝ほどで、壁はほぼ垂直に

立ち上がり、床面は平坦である。

遺物は出土していない。

ＳＩ８８（第２６・２７図）

ＭＢ・ＭＣ４９・５０グリットに位置する。地山面で暗褐色土の落ち込みを確認し、ＳＩ６４・８２・８９・

９０・９１、ＳＫ９２・９３などと重複するが、本住居跡が最も新しい。規模と平面形は北壁と西壁から、南

北５．３ｍ×東西３．３ｍの長方形を呈するものと推測される。確認面からの深さは３０㎝で、現存する壁は

垂直に立ち上がり、床面は平坦で堅くしまっている。柱穴やカマドと壁溝は確認できなかった。

遺物は覆土から土師器・須恵器片や石器などが出土している。

ＳＩ８９（第２６・２７図）

ＭＣ４９・５０グリットに位置する。ＳＩ８８の精査中に西壁の一部を確認した。ＳＩ８２・８８と重複する

が、本住居跡が古い。床面はほぼ平坦で堅くしまり、壁溝は幅１２㎝、底面からの深さは７㎝ほどであ

る。

遺物は出土していない。

第２節 検出遺構と出土遺物
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第１６図 ＳⅠ３５竪穴住居跡（１）
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ＢＡ ５１８．４ｍ ６２５
ＳＫＰ２８０ ３

３１ ４

ＳＩ３５
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまりきわめて強 炭化物粒小量混入
２ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり強 粘性弱 炭化物粒１％、地山粒１％混入
３ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／４）しまり中 炭化物粒極小 焼土粒１％混入
４ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまりやや強 粘性弱 炭化物粒１％、地山粒３０％混入
５ 黒褐色土（１０ＹＲ２／１）しまりきわめて強 粘性中 炭化物粒極小１％ 焼土粒１％混入
６ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）しまり強 粘性弱 炭化物粒１％未満、地山粒５％混入

２ｍ０

第４章 調査の記録

―２８―



第１７図 ＳⅠ３５竪穴住居跡（２）

２ｍ０
床面直上の炭化材と焼土の分布
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第１８図 ＳⅠ３６竪穴住居跡（１）
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Ｐ５
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１８．６ｍ ７

４Ⅰ

Ｄ
Ｃ
１８．８ｍ

３６７５４１２
６

４

ＳＩ３６
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 焼土塊小粒１５％混入
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまりきわめて強 炭化物角塊状極小１％、
粘土地山塊１％、明赤褐色土小粒５％混入

３ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまり強 黒褐色土小粒５％混入
４ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり強 明褐色土塊極小～小粒３％混入
５ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり強 明褐色土塊小～中粒１０％混入
６ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 褐色土１％混入
７ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり強 褐色土極小粒３％混入

２ｍ０
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第１９図 ＳⅠ３６竪穴住居跡（２）

ＳＩ３６カマド

Ｇ Ｈ

ＦＥ

Ｇ ＨＳＩ３６カマド
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）
しまり強 焼土粒極小１％、
炭化物粒小５％混入

２ 褐色土（１０ＹＲ４／４）
しまり強

３ 赤褐色土（５ＹＲ４／８）
しまり強 粘性あり

４ 赤褐色土（２．５ＹＲ４／６）
しまり強 砂質
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ＦＥ
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遺物出土分布
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第２０図 ＳⅠ６２竪穴住居跡（１） ＳＫ９４土坑
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第２１図 ＳⅠ６２竪穴住居跡（２）

ＦＥ
２０．０ｍ

３４１
５

２

ＨＧ ＳＩ６２
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）炭化物粒含（自然流入土）地山塊含
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒極小～小３％、焼土粒極小～小１％混入
３ 暗褐色土（５ＹＲ３／６）焼土 しまり強 炭化物粒極小２％、焼土粒２０％混入
４ 赤褐色土（５ＹＲ４／８）・明赤褐色土（５ＹＲ５／８）・暗赤褐色土（５ＹＲ３／６）焼土 しまりきわめて強
５ 明赤褐色土（５ＹＲ５／８）焼土 しまり強 炭化物粒小１０％混入
６ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／８）しまりやや強 焼土塊極小～大１５％混入
７ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや強
８ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまりやや強 炭化物粒極小～小５％、地山塊大１％未満混入

１９．８ｍ １

ＳⅠ９０ ２
ＳⅠ９１

ＪＩ
１９．６ｍ ＳＫ９４

１
２ ＳＫ９４

１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 炭化物粒極小１％、焼土粒極小１％混入
２ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強 炭化物粒小１％、焼土粒極小１％、地山粒１５％混入

床面直上の炭化材と焼土の分布 ２ｍ０
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第２２図 ＳⅠ６４・８２竪穴住居跡（１） ＳＫ１０３土坑

ＳＫ９３

ＳⅠ８８ ＳＫ９２Ｊ

ＳⅠ８２
Ｐ１７Ｃ Ｈ

Ｐ１６
Ｐ１５Ｐ１４

Ｐ２Ｐ１０

Ｐ１ Ｐ３
ＤＰ４

ＳⅠ６４
ＳＤ８３Ｐ６Ｐ５ＳＤ８３

Ｐ８
ＢＡ

Ｐ７
ＳＫ１０３ Ｐ９

Ｅ Ｐ１３

Ｆ

Ｐ１１

Ｐ１２

Ｉ

Ｇ

ＢＡ １９．６ｍ

ＤＣ
１９．７ｍ ２３ ８３

１０ １５

８ ８

０ ２ｍ

第４章 調査の記録

―３４―



第２３図 ＳⅠ６４・８２竪穴住居跡（２）
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ＳⅠ８８４５

８

８

Ｉ Ｊ５１９．５ｍ
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９

ＳＩ６４
１ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまり中 砂質 炭化物粒極小が混入
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒極小、焼土粒極小１％未満混入
３ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 炭化物粒極小混入
４ 黄褐色土（１０ＹＲ４／６）しまりきわめて強 炭化物粒極小１％混入
５ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 炭化物粒極小～中２％、焼土粒小２％混入
６ 明赤褐色土（２．５ＹＲ５／８）しまり強 炭化物粒極小１％混入
７ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり中 炭化物粒小１０％混入
８ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 炭化物粒極小１％、焼土粒極小１％混入
９ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり中 炭化物粒極小１％

ＳＩ８２
１０ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒極小１％、地山粒３％混入
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ＳⅠ６４

０ ２ｍ
床面直上の焼土範囲
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第２４図 ＳⅠ６７竪穴住居跡 ＳＫ１０１・１０２土坑
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第２５図 ＳⅠ７８竪穴住居跡
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ＦＥ ＳＩ７８
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／１）しまりやや弱 炭化物粒小４０％混入
２ 赤褐色土（２．５ＹＲ４／６）焼土 しまり強
３ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／４）焼土 しまり強 炭化物粒極小１％混入
４ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり強 炭化物粒極小微量、焼土粒２％混入
５ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまりやや強 炭化物粒極小１０％、焼土粒極小１％混入
６ 黒褐色土（５ＹＲ３／１）しまり強 炭化物粒極小１％未満、焼土粒極小２％混入
７ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 炭化物粒極小１％混入
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第２６図 ＳⅠ８８・８９・９０・９１竪穴住居跡（１） ＳＫ９２・９３土坑
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第２７図 ＳⅠ８８・８９・９０・９１竪穴住居跡（２）

第２８図 竪穴住居跡集中区
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ＦＥ １９．８ｍ
１１ １０
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９

ＨＧ １９．８ｍ ＳＫ９３
３

１２

４
５ ５

ＳＩ８８・８９・９０・９１ＳＫ９２・９３
１ 褐色土（１０ＹＲ４／４）
２ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強 炭化物粒小地山塊含
３ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 炭化物粒焼土粒極小１％、地山塊１％混入（ＳＩ８８覆土）
４ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒焼土粒、地山塊多量に含む（ＳＩ８８覆土）
５ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 炭化物粒大１％、地山塊２０％混入（ＳＫ９２・９３覆土）
６ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）しまり強 炭化物粒極小１％、地山塊１０％混入（ＳＩ９０覆土）
７ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり中 炭化物粒・地山粒多量に混入（ＳＩ９０覆土）
８ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）＋褐色土（１０ＹＲ４／６）しまりなし、炭化物粒多量に混入（ＳＩ９０柱穴覆土）
９ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 地山塊小２０％混入（ＳＩ９１覆土）
１０ 黒色土（１０ＹＲ２／１）しまり強 炭化材多量に含む（ＳＩ９１覆土）
１１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）＋褐色土（１０ＹＲ４／６）（ＳＩ９１柱穴覆土）
１２ 黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）しまり強 炭化物粒極小１％、地山塊１％（ＳＩ８９覆土）

０ ２ｍ

ＳⅠ８８

ＳⅠ９０
ＳＫ９２

ＳⅠ９１ＳⅠ８９
ＳⅠ６２

ＳＫ９３
ＳＫ９４

ＳⅠ８２

ＳⅠ６４ ＳＤ８３ＳＫＰ３０２
ＳＫ１０３

０ ５ｍ
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ＳＩ９０（第２６・２７図）

ＭＡ・ＭＢ４９・５０グリッドに位置する。ＳＩ６２・９１の精査中に、北東隅を中心として北壁・東壁の

一部と、ＳＩ８８北壁の西側に北西隅を確認した。ＳＩ６２・８８・９１と重複し、ＳＩ６２・９１より新しく、

ＳＩ８８より古い。規模は、南北４．２ｍ以上×東西５ｍの方形を呈するものと推定される。北側での確

認面からの深さは３０㎝ほどで、壁は垂直に立ち上がり、床面は平坦で堅くしまっている。柱穴は、北

東隅（Ｐ１）、北壁（Ｐ２）と東壁（Ｐ３）にある。

遺物は土師器・須恵器片、石器剥片が出土している。

ＳＩ９１（第２６・２７図）

ＭＢ４９・５０グリットに位置する。ＳＩ９０の床面を精査中に地山塊を多量に含む黒褐色土の落ち込み

を確認した。ＳＩ６２・８８・９０、ＳＫ９２と重複し、ＳＩ６２より新しく、ＳＩ８８・９０より古い。ＳＫ９２と

の新旧関係は確認できなかった。北壁と東壁の一部を検出しただけで、規模は明確でないが方形を呈

すものと推定される。覆土は２層に分層され、いずれもＳＩ９０構築の際に埋められたものと考えられ

る。

本住居の規模と平面形は不明である。

ＳＩ９２（第１０・１１図）

ＬＳ５１・５２、ＬＴ５１・５２グリットに位置し、ＳＩ１４と重複しているが本住居跡が古い。規模は東西

４．７８ｍ×南北２．４ｍ以上で、確認面からの深さは北側で２４㎝である。底面はほぼ平坦で堅くしまり、

北壁は外傾して立ち上がる。柱穴は北壁に沿うＰ１・Ｐ１８・Ｐ１６を確認した。カマドは確認していな

い。

２．掘立柱建物跡
ＳＢ９６（第２８図）

ＬＴ・ＬＳ５６・５７グリッドに位置している。北から南に傾斜する地山面で９基の柱穴プランを確認

した。桁行２間、梁行２間の総柱の掘立柱建物跡で、建物規模は３．６ｍ×３．６ｍの正方形を呈し、柱間

距離は１．８ｍである。柱穴掘形は北西隅柱では、４０㎝×６０㎝ほどの楕円形、他は直径４０㎝の円形であ

る。確認面からの深さは５０～７０㎝で、６基で直径２０㎝ほどの柱アタリが認められたが、柱痕跡は無く、

全て柱が抜き取られている。掘形内覆土は２層に分層され、１層は地山である褐色土のブロックが混

入し、しまりがあり、いずれも柱抜き取り後に埋め戻されたものと判断される。２層は、古代の遺物

包含層である基本層位のⅡ層が自然流入したものである。

本掘立柱建物跡は、覆土の堆積状況から古代と考えられる。

ＳＢ９８（第２９図）

ＭＤ４１・４２、ＭＥ４２グリットに位置する。調査区南端の地山面で４基の柱穴プランを確認した。

１間×１間の掘立柱建物跡で、建物規模は東西（Ｐ１－Ｐ３）２．８５ｍ×南北（Ｐ１－Ｐ３）２．７ｍのほぼ

正方形を呈している。柱穴掘形は、北西隅柱と北東隅柱では楕円形で、南西隅柱と南東隅柱は方形を

呈している。各柱穴底面では、柱アタリが認められた。覆土から須恵器坏（第５５図６０・６１）が出土して

いる。
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第２９図 ＳＢ９６掘立柱建物跡

Ｂ

ＢＥ

Ｐ
２

Ｐ１ Ｐ２
Ｐ３

Ｆ

Ｇ

Ｃ

Ｐ
５Ｄ

Ｐ４
Ｐ５ Ｐ６Ｈ

Ｐ７ Ｉ

Ｐ８
Ｐ９

Ｐ
８

２２
．７
ｍ

Ｊ

ＡＡ

Ｃ ＤＰ６２２．７ｍ Ｐ５
Ｐ４

Ｐ１ Ｐ５ＦＥ ２２．８ｍ Ｇ Ｈ Ｐ８２２．７ｍ Ｉ Ｊ２２．５ｍ１
１

１２２ ２３

ＳＢ９６
１ 黒色土（１０ＹＲ３／４）基本土層Ⅱ層由来
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）炭化物混入
３ 褐色土（１０ＹＲ４／３）地山ブロック ２m０

第２節 検出遺構と出土遺物

―４１―



第３０図 ＳＢ９８掘立柱建物跡（１）

Ｉ

ＳＫ１０４ Ｌ

Ｂ
Ｄ

Ａ Ｃ

Ｐ１ Ｐ２

Ｐ３
Ｐ４

Ｅ
ＨＧ

Ｆ

Ｊ

Ｋ

Ｐ２ Ｐ３Ｐ１Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ１７．９ｍ １８．０ｍＳＫ１０４ １７．８ｍ
３

２ ３１
１ １２

２

Ｐ４ ＨＧ １７．８ｍ
２ｍ０

１２ ３

ＳＢ９８
Ｐ１・ＳＫ１０４
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり弱 粘性中 焼土塊２０％、炭化物粒小１０％混入
２ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり弱 粘性強 焼土粒中２％混入（ＳＫ１０４）
Ｐ２
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり弱 粘性中 炭化物１％未満、地山粒２％混入
２ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまり強 粘性強 地山粒２０％混入、炭化物粒１層よりさらに少量混入
３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 粘性強 地山塊５０％混入
Ｐ３
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性弱 炭化物粒極小１％未満、焼土粒１％、地山粒２％混入
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性弱 炭化物粒極小１％、焼土粒１％、地山塊４０％混入
３ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）しまり中 粘性中 炭化物粒極小１％、地山粒２％混入
Ｐ４
１ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまりやや強 粘性弱 炭化物粒極小１％未満、地山粒１％混入
２ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）しまり中 粘性弱 地山粒１％混入
３ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまりやや強 粘性弱 炭化物粒極小１％、地山粒２５％混入
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３．竪穴状遺構
ＳＫＩ４２（第３０図、図版５）

ＬＴ５５・５６グリッドに位置している。北から

南に傾斜する地山面で、黒褐色の方形の落ち込

みをＳＩ６１を切った状態で確認した。規模は東

西壁がおよそ１．８ｍ、南北壁が約１．５ｍの長方形

を呈する竪穴状遺構である。確認面からの深さ

は北側で３０㎝で、壁は緩く外反して立ち上が

り、床面は堅く平坦である。覆土は、炭化物・

焼土粒を含むⅡ層由来の黒褐色土（１０ＹＲ２／

３）で、土師器破片が出土している。東と西壁

のほぼ中央外側には、一辺が２５㎝四方の柱穴が

認められた。柱穴の覆土は、暗褐色土（１０ＹＲ

３／４）が主体である。本遺構の時期は、覆土

の堆積状況と出土遺物から古代と考えられ、規

模と形態は脇神館跡（鷹巣町）で確認されている

竪穴状遺構のＳＫＩ１２６、ＳＫＩ２６７などに共通

する。

４．鍛冶炉
ＳＳ２５（第３１・３２図、図版６）

ＬＳ６１グリットに位置する。Ⅲ層で微細な鉄滓を含む不整円形をした黒褐色土を確認した。周辺を

精査した結果プランの縁をめぐるように焼土と硬化した粘土部分が確認された。基本層Ⅲ層を約４０×

３０㎝の楕円形に掘りくぼめ、内面に粘土を張り付けて炉床を構築している。炉床の粘土は熱を受けて

黄灰色に硬化しており、確認面からの深さは６㎝を測る。南西側にフイゴの羽口装着溝が認められ、

第３１図 ＳＢ９８掘立柱建物跡（２）

第３２図 ＳＫⅠ４２竪穴状遺構

ＪＩ
１７．８ｍ

Ｐ３Ｐ１

ＬＫ １７．８ｍ Ｐ２Ｐ４

０ ２m

ＢＡ

ＢＡ ２２．８ｍ
４２

１
３３

ＳＫＩ４２
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 炭化物粒極小１％、焼土粒極小１％混入
２ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり強
３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強
４ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強 地山塊混入

０ ２ｍ
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第３３図 ＳＳ２５鍛冶炉（１）
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１
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土師器

ＳＳ２５
１ 黒色土（１０ＹＲ２／１）しまりやや強 鉄滓（径５～３０㎜）２０％混入
２ａ 黒色土（１０ＹＲ２／１）非常にかたくしまる 炉床面
２ｂ 黄灰色土（２．５ＹＲ５／１）非常にかたく焼きしまる 炉床面の還元した部分
２ｃ 黄灰色土（２．５ＹＲ５／１）羽口装着溝
３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）シルト しまりやや強 粘性弱
４ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／２）～暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）炉操業時に被熱した層

０ ５０㎝

４０

ＳＳ２５Ｐ１
１暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強粘性弱
ＳＳ２５Ｐ２
１褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり強焼土粒、炭化物粒微小１％混入
２黒色土（１０ＹＲ２／１）しまりやや強粘性弱
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５
ＳＫ４７ ０．１～１．０ｇ
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６１９ １．１～５．０ｇ

７１８ ５．１～２０．０ｇ
ＳＮ７４ＳＮ７７ ２７ ８ＳＮ０４ ２４３ ２０．１～５０．０ｇ
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第４章 調査の記録

―４４―



第３４図 ＳＳ２５鍛冶炉（２）

粒状滓計測値
直径（㎜） 出土総重量（g） １個の重量（g） 個体数（個） 割合（％）
０．９～２．０ ３．２ ０．００１６ ２，０００ ９８．４
２．１～４．０ １．６ ０．０５４７ ２９ １．４
４．１～ ０．６ ０．１６６６ ４ ０．２

鍛造剥片計測値
大きさ（㎜） 厚さ平均（㎜） 出土層重量（g） １個の重量（g） 個体数（個） 割合（％）
０．９～２．０ ０．６２ ４９．５ ０．０００７ ７０７１４ ９４．４
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溝は炉内に向かって水平よりマイナス２９゚ の角度で傾斜し、装着溝の下部先端より炉床までの深さは

５㎝であり、推定される羽口の外径は１０㎝前後である。本鍛冶炉に伴うと考えられるＰ１を北側に、

Ｐ２を東側に検出している。遺物は椀型鍛冶滓、鍛冶滓、再結合滓、鍛造剥片、粒状滓、土師器破片、

須恵器破片などが出土している。

本鍛冶炉の調査では、鍛冶炉を確認した基本層第Ⅲ層の途中から微細な遺物を含む土を２５㎝の方眼

で取り上げた。それを洗浄し、０．８㎜・２．０㎜・４．０㎜のふるいで選別し、さらに磁着するものしない

ものに分類した。また磁着するものから鍛造剥片・粒状滓を可能な限り選び出し、重量を計測した。

鍛造剥片と粒状滓については大きさ別にサンプルを３０点選び、重量から全体の個体数を割り出した。

なお、４．１㎜以上の大きな遺物はＳＳ２５検出以前に出土しているためグリット一括で取り上げをして

いる（第１２表）。鍛造剥片・粒状滓の大きさ別構成比をみると０．９㎜～２㎜が圧倒的に多い。選別不可

能であった０．８㎜以下の分量を含めるとさらに明らかである。また４．１㎜以上のＳＳ２５を含むＬＳ６１グ

リットでの鉄関連遺物の重量比では（第３表）鍛冶滓、椀形鍛冶滓が圧倒的に多くみられる。鉄製品と

含鉄鉄滓も同程度みられる。

また出土遺物の分布状況をみるといずれもＢ６～８、Ｃ７・８に集中していることがわかる。鉄床

石は検出できなかったが、遺物の広がりからＰ１が鉄床石を据えたピットの可能性が高い。羽口の挿

入方向からフイゴの位置は炉の南西であり、以上からこの炉の作業空間は北西～南西であるといえ

る。

５．土坑
ＳＫ０１（第３５図）

ＬＲ６２・６３グリットに位置する。地山面で黒褐色土の落ち込みを確認した。径８０㎝ほどの円形で、

確認面からの深さは６４㎝である。壁は底面から膨らみながら立ち上がり、底面は中央に向かって傾斜

している。断面からは、本土坑は袋状土坑であった可能性が考えられる。

ＳＫ０２（第３５図）

ＬＱ・ＬＲ５９・６０グリットに位置する。地山面で黒褐色土の広がりとして確認し、ＳＫ０５と重複し

ているが、本土坑が新しい。東から西に傾く斜面にＳＫ０５を掘り込んだあと東側を拡張し、本土坑を

掘り込んでいる。南北２．５ｍ、東西１．４ｍ以上の不整形をしており、確認面からの深さは５０㎝ほどであ

る。壁は東側でほぼ垂直に立ち上がり、底面には凹凸がある。

ＳＫ０５（第３５図）

ＬＲ５９・６０の斜面に位置し、ＳＫ０２と重複しているが、本土坑が古い。南北２．３ｍ、東西１．７ｍの不

整形をしており、確認面からの深さは中央で４０㎝である。壁は斜面下方の西側で緩やで、斜面の上方

の東側では急角度で立ち上がる。底面は凹凸が激しい。覆土は暗褐色土と地山土が互層に堆積してお

り、ＳＫ０２を掘り込んだ際に、下に位置する本土坑が埋められたものと判断できる。

遺物は覆土中より土師器破片が１０点出土している。

本土坑は覆土の堆積状況や形態から、ＳＫ０２とともに古代の粘土採掘坑の可能性がある。

ＳＫ０８（第３５図）

ＬＲ・ＬＳ５９グリットに位置する。確認調査時トレンチ内の地山面で暗褐色土の落ち込みを確認し
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第３５図 ＳＫ０１・０２・０５・０８・１０・１３土坑

ＳＫ０１
ＳＫ０８ＳＫＰ７１

ＳＫ１３ ＳＫ１０Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

ＢＡ
２５．２ｍ

トレンチ１
ＳＫＰ３０

２

ＳＫ３３ ＢＡ
２４．６ｍ

ＳＫ０１
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）
シルト しまりやや弱
炭化物粒極小１％混入

２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
シルト しまり中地山粒１％、
にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５／４）
２０％

ＳＫ０８
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強
粘性中

ＳＫ１０
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）
しまり強

２ 灰黄褐色土（１０ＹＲ４／２）～
暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強
粘性中 炭化物粒中２％混入
焼土粒５％混入

３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり弱
粘性中～強炭化物粒中１％以下
で混入

１

Ⅲ３１２１
Ⅲ

２

ＳＫ１３
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）シルト しまり弱 粘性微弱
２ 褐色土（７．５ＹＲ４／３）シルト しまり強 粘性中
炭化物粒小１～２％混入 焼土塊極大２５～３０％混入
地山３％混入

３ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）しまり強 粘性中
炭化物粒小１％混入

ＳＫ０２

ＳＫ０５

ＳＫ０２・ＳＫ０５
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２～１０ＹＲ２／３）しまりやや強 粘性弱
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）～黒褐色土（１０ＹＲ３／２）
しまりやや強 粘性中

３ 褐色土（１０ＹＲ４／６）～黄褐色土（１０ＹＲ５／６）
しまりきわめて強 粘性強 粘土質東側壁崩落土

４ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性中～強
地山粒２～３％混入 木根による攪乱

５ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強 粘性弱～中
６ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３～１０ＹＲ３／４）しまりやや強 粘性中
７ 褐色土（１０ＹＲ４／４）やや強 粘性中～強
炭化物粒極小１％混入

８ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強 粘性弱～中
地山粒５％混入 炭化物粒極小１％混入

９ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 粘性弱～中
１０ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまり強 粘性弱～中
１１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）やや強 粘性中 地山粒２０％混入
１２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 粘性中～強
１３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）地山粒１％混入
１４ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）地山粒１％未満混入
１５ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）しまり強 粘性強
１６ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまりきわめて強 粘性強

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
Ⅲ２０．４ｍ

５
Ⅰ １

５
１３

２８ ３
１０

９ ６ ６４
７
１０

１２ １１ ２m０１５
１４１６
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た。南北１．１７ｍ、東西０．８６ｍの楕円形を呈し、深さ３５㎝である。壁は西側では、斜面下方のため失わ

れているが、東側では外傾して立ち上がり、底面は平坦である。

遺物は覆土中から土師器破片４点が出土している。

ＳＫ１０（第３５図）

ＬＳ５９グリットに位置する。確認調査時のトレンチ内の地山面で確認したが、６０ラインに設定した

東西の基本土層の観察から、Ⅲ層上面から掘り込まれていることがわかった。ＳＫ１３と重複するが、

本土坑が新しい。南北０．６ｍ、東西０．３２ｍの楕円形を呈し、深さ２０㎝で、壁は緩やかに外傾して立ち

上がる。底面はほぼ平坦である。

本土坑の時期は、古代の遺物包含層であるⅢ層から掘り込まれていることから、古代と判断した。

ＳＫ１３（第３５図）

ＬＳ５９グリットに位置する。確認調査時のトレンチ内の地山面で焼土の混入する落ち込みを確認し

たが、基本土層の観察からⅢ層上面から掘り込まれていることがわかった。ＳＫ１０と重複するが、本

土坑が古い。東西１．２ｍ、南北０．８５ｍの楕円形を呈し、深さ１５㎝で、壁は緩やかに外傾してち上がる。

底面はほぼ平坦である。覆土２層には、焼土や炭化物が多量に含まれるが、これは北側にある鍛冶

炉（ＳＳ２５）に伴う可能性がある。遺物は覆土中より土師器破片数点と石錘１点が出土した。

本土坑の時期は、古代の遺物包含層であるⅢ層から掘り込まれていることから、古代と判断した。

ＳＫ２３（第３６図）

ＭＤ・ＭＥ５３グリットに位置し、地山面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。長径（東西）０．７６

ｍ、短径南北０．６６ｍの楕円形を呈しており、確認面からの深さは３０㎝である。壁は垂直に立ち上がり、

底面はほぼ平坦である。覆土は基本層Ⅲ層由来の暗褐色土層で、本土坑は縄文時代より新しく、古代

以前のものと判断される。

ＳＫ２６（第３６図）

ＬＲ６２グリットに位置し、地山面で褐色土の落ち込みとして確認した。西側が木根で失われている

が長径（東西）１．２ｍ以上、短径（南北）０．７ｍの楕円形を呈するものと推定される。確認面からの深さは

３０㎝で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦で堅くしまっている。覆土２層は壁崩落土で、１層

は基本層のⅣ層が埋め戻されたものである。遺物は覆土中から土師器破片１５点が出土している。

本土坑は、出土遺物から古代と判断する。

ＳＫ３１（第３３図）

ＭＥ５３グリットに位置する。地山面で暗褐色土の落ち込みを確認した。東西－南北０．８×０．８３ｍの

ほぼ円形をなす。確認面からの深さは２８㎝。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。覆土は黒

褐色土の１層である。人為堆積と考えられる。遺物は覆土中より土師器破片が１点出土している。

ＳＫ３３（第３５・３６図）

ＬＲ・ＬＳ５９グリットに位置し、確認調査時のトレンチ内Ⅳ層面で確認した。トレンチにより大部

分が失われており、平面形や規模については不明であるが、検出した南側の状況からは、円形を呈し

ていたものと判断される。確認面からの深さは２４㎝で、壁は緩やかに外傾しながら立ち上がり、底面

は中央に向かい緩やかに傾斜している。
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第３６図 ＳＫ２３・２６・３１・３３・３４・３７土坑

ＳＫ２６ＳＫ２３ ＳＫ３１

ＢＡＡ Ｂ ＢＡ

ＢＡ Ａ Ｂ Ａ Ｂ２１．９ｍ ２５．０m ２２．０ｍ２

１ １
１

ＳＫ３１
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）～暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり中 焼土粒極小１％未満
炭化物粒小１％混入

ＳＫ２３
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）シルト

しまり中 粘性中 地山５％混入

ＳＫ２６
１ 褐色土（１０ＹＲ４／４）
しまり中 砂質 炭化物粒中２％混入

２ 褐色土（１０ＹＲ４／６）
しまり弱 砂質 壁崩落土

ＳＫ３４

ＳＫ３３

トレンチ Ｂ Ａ ＢＡ

ＳＫＰ
２８９Ａ Ｂ

２４．３ｍ
１Ⅳ ＢＡ １７．０ｍＳＫ３４

１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり中 粘性中 粘土粒１０％混入

２ ＳＫＰ２８９

１

ＳＫ３３
１ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）焼土塊混入

ＳＫ３７

Ｃ Ｃ

２４
．３
ｍ

Ⅲ

ＳＫ３７
１ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）しまり中 焼土粒３％混入
２ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／６）焼土 しまり強
３ 極暗赤褐色土（５ＹＲ２／４）しまり中 粘性弱
炭化物粒極小１％未満混入 焼土粒極大２５％混入

４ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）～暗赤褐色土（５ＹＲ３／４）
焼土 しまり中 粘性弱
３層と同様の焼土粒を１５％含む

５ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／４）焼土 しまりやや強
粘性弱

６ 赤褐色土（５ＹＲ４／６）しまり強 粘性弱
焼土塊５～１０％混入

７ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）しまりやや強 粘性弱

２
５
６
７
３
４

ＢＡ１

ＤＤ

Ａ Ｂ
２４．４ｍ

７１４Ⅲ

２m０
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ＳＫ３４（第３５図）

ＭＨ４１グリットに位置し、地山面で暗褐色土の落ち込みを確認した。ＳＫＰ２８９と重複するが、本

土坑が古い。径１ｍほどの円形を呈し、確認面からの深さは１５㎝である。壁は膨らみを持ちながら立

ち上がり、底面はほぼ平坦である。覆土は地山を粒状に含むⅢ層由来の暗褐色土である。遺物は底面

から弥生土器片（第５０図１０）が４０点、覆土中から須恵器片、土師器片が数点出土した。

本土坑の時期は、覆土と出土遺物から弥生時代と判断する。

ＳＫ３７（第３６図）

ＬＳ・ＬＴ６０・６１グリットに位置し、第Ⅲ層上面で焼土の広がりを確認した。長径（南北）０．７５ｍ、

短径（東西）０．５５ｍの楕円形を呈する。確認面からの深さは２０㎝で、壁は緩やかに立ち上がり、底面は

中央に向かってわずかに傾斜している。覆土は７層に分層し、７層の暗褐色土は基本層第Ⅲ層で、本

土坑が使用中ないしは廃棄直後に堆積したもので、２～６層の焼土はその後に投げ込まれたものと判

断した。焼土からは土師器破片７０点（第５３図４１・４２）と鍛冶滓・鉄製品（第６７図２１～２３）が出土してお

り、焼土は北側にある鍛冶炉（ＳＳ２５）に由来するものである。

ＳＫ４３・４４（第３７図）

２基の土坑は、ＭＡ・ＭＢ５１グリットに位置し、地山面で不整形な黒褐色土の落ち込みとして確認

した。円形や楕円形、不整形の小さな土坑が多数重複しており、底面・壁ともに凹凸が激しい。覆土

は黒褐色土に褐色土が塊状、板状に混入している。遺物は縄文土器片２０点、弥生土器片５０点、石器剥

片２２４点、土師器片４２１点、鍛冶滓・羽口溶解物（第６７図２４・２５）が出土している。

両土坑とも、形態や覆土と遺物の出土状況から、古代かそれ以降の粘土採掘坑と考えられる。

ＳＫ４５（第３８図）

ＬＳ６１グリットに位置し、地山面で暗褐色土の不整形な落ち込みとして確認した。ＳＫＰ２８３と重

複するが新旧関係は不明である。長径（東西）０．８５ｍ、短径（南北）０．３ｍの細長い楕円形を呈している。

確認面からの深さは１６㎝である。壁は緩やかに立ち上がり、底面は斜面に沿って西側に傾斜している。

覆土は基本層第Ⅲ層由来の暗褐色土で、本土坑の時期は縄文時代以降、古代以前と判断される。

ＳＫ４７（第３８図）

ＬＲ・ＬＳ６０に位置し、ＳＤ１９の底面精査時に暗褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。上面

形は長径（南北）１．５ｍ、短径（東西）１．２ｍの楕円形だが、底面は径１ｍの円形を呈している。確認面（Ｓ

Ｄ１９底面）からの深さは５０㎝で、壁はやや外に膨らみながら立ち上がり、底面はほぼ平坦である。覆

土は４層に分層したが、土師器破片・須恵器破片・鍛冶滓を含む暗褐色土（３層）と地山（２層）は、Ｓ

Ｄ１９を構築するために埋め戻されたものと判断した。遺物は覆土中より土師器破片、須恵器破片、鍛

冶滓、羽口（第６７図２６・２７）が出土している。

本土坑の時期は、古代もしくはそれ以前と考えられる。

ＳＫ４８（第３８図）

ＭＦ４７・４８グリットに位置し、範囲確認トレンチ内の地山面で暗褐色土の落ち込みを確認した。長

径（南北）０．９８ｍ、短径（東西）０．７７ｍの楕円形を呈している。確認面からの深さは３０㎝で、底面は中央

から緩やかに立ち上がる。底面の北東側に径１５㎝範囲に被熱硬化した範囲が認められた。

遺物は底面より土師器破片１点と椀型鍛冶滓が２点出土していることから、本土坑の時期は古代
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で、鍛冶炉（ＳＳ２５）に関連する遺構と考えられる。

ＳＫ５０（第３７図）

ＭＥ５１グリットに位置し、ＳＩ１７の精査中に黒褐色土の落ち込みとして確認したが、本土坑がＳＩ

１７より新しい。径０．４８ｍの不整円形で、確認面からの深さは１７㎝、壁は外傾しながら立ち上がる。底

面はほぼ平坦であるが中央部に向かい窪んでいる。

ＳＫ５１（第３７図）

ＭＥ・ＭＦ５１グリットに位置し、地山面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。長径（東西）０．７２ｍ、

短径（南北）０．６４ｍの楕円形を呈して、確認面からの深さは２０㎝ほどである。壁は緩やかに外傾して立

ち上がり、底面は平坦である。遺物は覆土中より石器剥片１点、弥生土器破片１点、須恵器破片１点

が出土している。

第３７図 ＳＫ４３・４４土坑

トレンチ

ＳＫ４４ＳＫ４３

Ｄ

Ａ Ｂ

ＳＫＰ１１７
ＳＫＰ１１９

ＳＫＰ１１８

ＳＫＰ
１１６

Ｃ

Ａ Ｂ２０．２ｍ ＳＫ４４
ＳＫ４３

ＤＣ
２０．１ｍ ＳＫ４４

０ ２m
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第３８図 ＳＫ４５・４７・４８・５０・５１土坑

ＳＫ４８ＳＫ４５

Ｄ

ＤＳＫＰ２８３ Ｄ Ｄ

Ａ Ｂ
Ａ Ｂ１

２５
．１
ｍ

１９
．３
ｍ

Ｃ ＢＡ

Ｃ ４５６１２５４５Ｃ １９．２ｍ Ｃ

３Ａ Ｂ
２４．８ｍ

１

ＳＫ４８
１ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／３）
しまり強 粘性中 炭化物粒極小～小３％
焼土粒小～極大粒５％ 地山粒混入

２ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／６・７０％、５ＹＲ３／２・３０％）
粘性中 筋状

３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）
しまりきわめて強 炭化物粒極小１％
焼土 粒極小～極大３％混入

４ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
シルト しまりきわめて強 炭化物粒小１％
焼土粒極小１％未満 褐色土小～大１０％混入

５ 黒褐色土（１０ＹＲ３／２）
しまり中 粘性中 炭化物粒小５％
焼土粒小～大１０％ 地山粒１％混入

６ 黄褐色土（１０ＹＲ５／６）７０％
黒褐色土（１０ＹＲ３／２）３０％混入
しまり中 粘性中 炭化物粒小１％
焼土粒小～大１０％

ＳＫ４５
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまりやや強
さらさらしている

ＳＫ４７

ＳＤ１９

Ａ Ｂ

ＳＫ５０ ＳＫ５１

ＢＡ ＢＢＡ Ａ２５．１ｍ
４２a

３a Ａ Ｂ３c １２b ２１．４ｍ１ ２ ＢＡ ２１．４ｍ １
３b

３c ２

ＳＫ５０
１ 黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）

しまり弱 粘性中
２ 褐色土（７．５ＹＲ４／４）
しまりやや強 粘性中
地山粒２０％礫（１０～２０㎜）混入

ＳＫ４７・ＳＤ１９
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性弱
２ａ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまり強 粘性弱
２ｂ 褐色土（１０ＹＲ４／４）しまり中 粘性弱
３ａ 褐色土（７．５ＹＲ３／４）・暗赤褐色（５ＹＲ３／６）

焼土の混合土 しまり中 粘性中
３ｂ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性弱

地山粒２５％混入焼土粒１％混入
３ｃ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性弱

焼土塊 炭化物粒１５～２０％混入
地山粒５％混入

４ 褐色土（１０ＹＲ４／６）しまり強 壁崩落土

ＳＫ５１
１ 黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）

しまり弱 粘性中
焼土粒（３㎜以下）２％混入

２ 褐色土（１０ＹＲ４／４）
しまり強 粘性中
粘土塊大１％混入
南西側がやや明るい色である

０ ２ｍ
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ＳＫ５７（第３８図）

ＭＥ・ＭＦ４７グリットに位置し、地山面で暗褐色土の円形の落ち込みとして確認した。径１．１ｍほ

どの円形を呈し、確認面からの深さは１４㎝である。壁は緩やかに外傾して立ち上がり、底面は平坦で

ある。覆土は、基本層Ⅲ層由来の暗褐色土であり、本土坑の時期は縄文時代以降で、古代もしくはそ

れ以前と判断される。

ＳＫ６９（第３９図）

ＭＥ４８グリットに位置し、暗褐色土と黄褐色土の円形の落ち込みを確認した。平面形は、径０．６ｍ

の円形を呈すると考えられ、確認面からの深さは２２㎝である。壁は底面から外傾して立ち上がり、底

面は平坦である。

ＳＫ７１（第３９図）

ＭＥ４３グリットに位置し、地山面で焼土粒・炭化粒を含む黒褐色土の落ち込みを確認した。長径（東

西）１．４ｍ、短径（南北）１．１５ｍの楕円形を呈し、確認面からの深さは８㎝である。壁は緩やかに外傾し

て立ち上がり、底面はほぼ平坦である。遺物は覆土中から土師器片（第５３図４１・４２）、須恵器片、被熱

した礫が出土している。

ＳＫ８５（第３９図、図版６）

ＮＨ４６グリットに位置する。ＳＩ３６の精査中に、炭化物を含む暗褐色土の半円状の広がりを確認し、

ＳＩ３６より本土坑が新しい。平面形は、一部調査区外であるが、長径（南北）１ｍ、短径（東西）０．８ｍ

以上の楕円形を呈するものと推定される。確認面からの深さは１２㎝で、壁は底面から緩やかに立ち上

がる。覆土１層と３層には土師器片が多量に混入しており、２層と５層には炭化物層で、底面は被熱

のため赤色硬化している。遺物は土師器壺（第５５図５８）、土師器甕の口縁部片（第５５図５６）、体部破片１８

２点・底部破片が出土した。

本土坑の時期は、１・２層が基本層の第Ⅲ層に由来することから古代もしくはそれ以前と考えら

れ、遺物の出土状況からは土器焼成遺構と考えられる。

ＳＫ８６（第３９図）

ＬＴ４６グリットに位置し、地山面で黒褐色土の円形の落ち込みを確認した。径５０㎝の円形を呈し、

確認面からの深さは１６㎝ほどである。壁は外傾して立ち上がり、底面は平坦である。覆土は炭化物や

焼土、地山を粒状に含む黒褐色土である。

ＳＫ８７（第３６図）

ＭＡ４６グリットに位置する。地山面で不整楕円形の黒褐色土の落ち込みを確認し、ＳＫＰ２５１・２５５

と重複しているが、本土坑はＳＫＰ２５５より古く、ＳＫＰ２５１より新しい。長径（東西）０．８８ｍ、短径（南

北）０．４４ｍの楕円形を呈し、確認面からの深さは２２㎝ほどである。壁は緩やかに立ち上がり、底面は

東側に傾斜している。覆土は基本層の第Ⅱ層で、遺物はフレイク、弥生土器片、土師器片が出土して

いる。

ＳＫ９２（第２６図）

ＭＢ４９・５０、ＭＣ５０グリットに位置する。ＳＩ８８の床面精査中に、ＳＩ８８の床面で確認し、本土坑

がＳＩ８８より古い。長径（南北）３．９３ｍ、短径（東西）１．２ｍの細長い楕円形を呈し、確認面（ＳＩ８８床面）

からの深さは１０～４０㎝で、壁は外傾しながら立ち上がり、底面は北側に向かって傾斜している。覆土
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１層は、基本層第Ⅲ層の黒褐色土に炭化物・地山粒が多量に混入しており、ＳＩ８８構築時に埋め戻さ

れものと判断される。遺物は石器剥片２点のほか、土師器破片１８点が出土している。

ＳＫ９３（第２６図）

ＭＣ４９グリットに位置する。ＳＩ８８の床面精査中に、ＳＩ８８の床面で確認し、本土坑がＳＩ８８より

古い。長径（東西）０．８ｍ、短径（南北）０．６ｍの楕円形を呈し、確認面（ＳＩ８８の底面）からの深さは２２㎝

である。壁は緩やかに外傾して立ち上がり、底面は丸みを帯びている。

覆土は炭化物、地山粒が多量に混入した暗褐色土で、ＳＩ８８構築時に埋め戻されたものと判断され

る。

ＳＫ９４（第２６図）

ＭＡ４９・５０グリットに位置する。ＳＩ６２の精査中、床面で暗褐色土の楕円形の落ち込みを確認し、

ＳＩ６２よりも本土坑が古い。長径（東西）１．２ｍ、短径（南北）０．７８ｍの楕円形を呈し、確認面（ＳＩ６２床

面）からの深さは４２㎝である。壁はやや外傾して立ち上がり、底面はほぼ平坦で堅くしまっている。

遺物は覆土中から土師器破片９点、須恵器破片３点が出土している。

ＳＫ１０１（第２４図）

ＭＤ４４グリットに位置する。ＳＩ６７床面精査時に焼土を含む黒褐色土の楕円形プランを確認し、Ｓ

Ｉ６７との新旧関係は明らかでないが同時期か、本土坑が古いと考えられる。長径（東西）０．６ｍ、短径（南

北）０．４５ｍの楕円形を呈し、確認面（ＳＩ６７床面）からの深さは１６㎝である。壁は外傾して立ち上がり、

底面はほぼ平坦である。遺物は覆土中から石器剥片４点が出土している。

ＳＫ１０２（第２４図）

ＭＤ４４グリットに位置する。ＳＩ６７床面査時に褐色土の楕円形のプランを確認したが、ＳＩ６７との

新旧関係は不明である。長径（南北）０．９５ｍ、短径（東西）０．４７ｍの楕円形を呈し、確認面（ＳＩ６７床面）

からの深さは２９㎝である。壁はやや外傾して立ち上がり、底面はほぼ平坦である。遺物は覆土中から

フレイクが３点出土している。

ＳＫ１０３（第２２図）

ＭＣ４８グリットに位置する。ＳＩ６４床面精査時に暗褐色土の楕円形プランを確認し、ＳＩ６４よりも

本土坑が古い。長径（南北）１．１６ｍ、短径（東西）０．５９ｍの楕円形を呈し、確認面（ＳＩ６４床面）からの深

さは１６㎝である。壁は緩やかに外傾して立ち上がり、底面はほぼ平坦である。本土坑は、ＳＩ６４構築

時に暗褐色土（８層）で埋め戻され、その上に地山土（７層）が貼られたものと判断される。

遺物は覆土中から土師器破片が出土している。

ＳＫ１０４（第３０図）

ＭＥ４２グリットに位置する。地山面で不整形の黒褐色土の落ち込みとして確認し、ＳＢ９８のＰ１と

重複するが、本土坑が古い。長径（東西）１．１ｍ以上、短径（南北）０．６６ｍの楕円形を呈し、確認面から

の深さは１７㎝である。壁は底面から緩やかに外傾して立ち上がり、底面には凹凸がある。

遺物は覆土中から弥生土器破片１点・石器剥片２点が出土している。
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第３９図 ＳＫ５７・６９・７１・８５・８６・８７土坑

ＳＫ７１ ＳＫ８６ＳＫ５７

Ａ Ｂ

Ｂ ＢＡ Ａ Ａ Ｂ１８．７ｍ

１

ＢＡ
１９．２ｍ

２１ ＳＫ８６
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）
しまり強 炭化物粒極小３％
焼土粒極小１％未満
地山粒２％混入

３ Ａ Ｂ
１８．０ｍ３ １ ２

ＳＫ５７
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）

しまり弱 粘性中 地山塊２０％混入
２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり弱 粘土質 北側地山塊２０％混入
全体では７％混入

３ 褐色土（１０ＹＲ４／６）
しまり弱 性中 炭化物粒極小１％混入

Ａ Ｂ１８．０ｍ

ＳＫ７１
１ 黒褐色土（７．５ＹＲ３／２）
しまり中 砂質 所々灰色がかる
炭化物全体に２０％ 焼土粒大５％混入

２ 褐色土（１０ＹＲ４／６）
しまりやや強 粘性強 １層の土が筋状に３０％混入

ＳＫ８７
ＳＫＰ２５５

Ａ Ｂ
ＳＫ６９

ＳＫＰ２５１
ＢＡ

１８．７ｍ ＳＫＰ２５１ＢＡ
ＳＫ８７
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／３）しまり強
炭化物粒中３％ 焼土粒極小１％未満
地山粒３％混入

１

ＢＡ １１９．５ｍ ＳＫ６９
１ 褐色土（１０ＹＲ４／６）
しまり強

２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり中 粘性中
炭化物粒極小１％混入

２
０ ２ｍ

ＳＫ８５

ＳＫ８５
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり中 明黄褐色土小～中粒５％

２ 炭化物層
しまり弱 暗褐色土５％
焼土板状に極薄く混入

３ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり中 明黄褐色土小～中粒３０％
焼土粒小～中５％混入

４ 明黄褐色土（１０ＹＲ６／８）
しまり中 撹乱を受けている 暗褐色土粒極小
焼土粒小～中３％混入

５ 炭化物層
明黄褐色土粒小１％混入

６ 赤褐色土（５ＹＲ４／６） 焼土

Ａ Ｂ

ＢＡ
１８．７ｍ ５３ ６ ２４

１

０ １ｍ
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６ 焼土遺構
ＳＮ０４（第４０図）

ＬＴ６０グリットに位置する。第Ⅲ層上面で赤褐色焼土の広がりを確認した。焼土の広がりは南北０．５

ｍ、東西０．４２ｍの不整形で、確認面からの深さ４㎝ほどまで赤色硬化している。焼土中からの遺物の

出土はなかったが、付近から土師器破片１６点、鍛冶滓１点が出土している。

ＳＮ３２（第４０図）

ＬＳ６１グリットに位置する。第Ⅲ層上面で赤褐色焼土の広がりを確認したが、ＳＤ２８と重複し、本

焼土遺構が新しい。焼土の広がりは南北０．７ｍ、東西０．３ｍの不整形で、確認面から深さ６㎝ほどまで

赤変している。遺物は土師器破片２６点、鍛冶滓が２点出土している。焼土３㎏を洗浄選別し重量を測

定した結果、磁着したものは砂鉄も含め３７ｇ、そのうち鍛造剥片と確認できるものは０．９～２㎜の大

きさで０．１ｇであった。

ＳＮ５９（第４０図）

ＭＡ・ＭＢ４８グリットに位置する。地山面で明赤褐色焼土の広がりを確認した。焼土の広がりは南

北０．５５ｍ、東西０．４５ｍの不整形で、確認面からの焼土の厚さは８㎝である。

ＳＮ７４（第４０図）

ＬＴ６０グリットに位置する。第Ⅲ層上面で赤褐色焼土の広がりを確認した。確認調査時のトレンチ

で一部が失われているが、焼土の広がりは、南北０．７ｍ以上、東西０．３ｍの不整形と推定できる。確認

面から深さ１６㎝まで赤変している。

ＳＮ７７（第４０図）

ＬＴ６０グリットに位置する。第Ⅳ層で暗赤褐色土の広がりを確認した。焼土の広がりは径０．４ｍほ

どの円形を呈し、確認面から深さ１０㎝まで赤変している。

ＳＮ７９（第４０図）

ＬＴ６０グリットに位置する。第Ⅱ層掘り下げ時に赤褐色焼土の広がりを確認した。焼土の広がりは

長径（南北）０．４ｍ、短径（東西）０．２ｍの楕円形を呈し、確認面から深さ８㎝まで赤変している。

７ 溝跡
ＳＤ１９（第４１図）

ＬＲ・ＬＳ６０・６１グリットに位置する。地山面で不整形な暗褐色土の落ち込みを確認し、ＳＫ４７と

重複するが、本溝跡が新しい。長さ（北北西－南南東）３．８ｍ、幅は０．６～１．５ｍで、等高線に平行する。

壁は、斜面上方である東側は急激に立ち上がるが、西側では明確に認められない。底面は東から西へ

緩やかに傾斜する。遺物は、土師器破片３７点、須恵器高台付坏１点、石器剥片１点のほか羽口１点、

鍛冶滓１０点、椀型鍛冶滓１点、含鉄鉄滓１点（第６７・６８図３７～３８）が出土している。

ＳＤ２８（第４１図）

ＬＳ５９・６０・６１グリットに位置する。地山面で暗褐色土に炭化物・焼土が粒状に混入する落ち込み

を確認し、ＳＮ３２、ＳＫＰ１０６・２８２と重複するが、本溝跡が古い。長さ（北北西－南南西）６．４ｍ、幅

０．４～０．６ｍで、ＳＤ１９と平行する。確認面からの深さは８～１８㎝で、壁は急激に立ち上がり、底面に

は凹凸がある。遺物は土師器破片４２点、土製支脚（第５２図２６）、須恵器坏（第５２図２５）、鍛冶滓４点、椀
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第４０図 ＳＮ０４・３２・５９・７４・７７・７９焼土遺構

ＳＮ５９ ＳＮ７９ＳＮ３２ＳＮ０４

Ａ Ｂ
ＢＡ ＳＤ

２８
ＢＡ

２３．８ｍ ＢＡ ２１
２３４ⅡＡ Ｂ Ｂ２４．２ｍ Ｂ ＡＡ １９．２ｍ １３１２１３Ⅲ ＳＫＰ

２８２ ＳＮ７９
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）焼土混じる
２ にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３～４／４）
焼土被熱は弱い しまりやや強
粘性弱 炭化物粒極大８％混入

３ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／４）
焼土 しまり強

４ 明赤褐色土（５ＹＲ５／８）～
赤褐色土（５ＹＲ４／８）焼土 しまり強

ＳＮ５９
１ 明赤褐色土（５ＹＲ５／６）
しまり強 粘性中
炭化物粒極小１％

ＳＮ０４
１ 赤褐色土（５ＹＲ４／８）
しまりきわめて強

２ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／６）
１層中の色調が暗い部分

３ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）
しまり強

ＢＡ
２４．５ｍ １ ２ ３

ＳＤ２８

ＳＮ３２
１ 赤褐色土（５ＹＲ４／８）
非常にかたくやきしまる

２ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／４）
しまり中

３ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／４）
しまり中

２ｍ０

Ｆ Ｆ

ＳＮ７４ＳＮ７７ ＣＣ
Ⅳ ２３
．８
ｍ ＢＡ１

１
ⅢＳＳ

Ｄ Ｄ

トレンチ

２４
．２
ｍ

ＥＥ

ＢＡ２４．０ｍ
Ⅲ １ １ ＳＮ７４

１ にぶい赤褐色土（５ＹＲ４／４）
しまりやや強

ＳＮ７７
１ 暗赤褐色土（５ＹＲ３／４～５ＹＲ３／６）
しまりやや強

Ⅳ

１ｍ０
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第４１図 ＳＤ１９・２８溝跡

ＳＤ１９

ＢＡ ＳＮ３２ＳＤ２８ １２４．５ｍ

ＳＮ３２
ＦＥ

Ａ Ｂ

ＪＳＫＰ
２８２ ＤＣ ２４．４m

１

２

Ｉ

ＨＧ
ＳＫＰ
１０６ ＦＥ

２５．０ｍ
２

１

ＳＫ４７

Ｇ ＨＤ ２５．１ｍＣ

１

ＳＫ４７

ＪＩ
２４．０ｍ

ＳＤ１９

ＳＤ１９
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり中 粘性弱

２ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）～褐色土（１０ＹＲ４／４）
しまり中粘性弱

ＳＤ２８
１ 暗褐色土（７．５ＹＲ３／４）
炭化粒・赤褐色土粒大混入

２ 極暗褐色土（７．５ＹＲ２／３）
全体的にしまり中
炭化物角柱状極小
赤褐色焼土極大混入

ＳＤ２８

０ ２ｍ
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型鍛冶滓５点（第６７図３５～３９）が出土している。

ＳＤ３９（第４２図）

ＭＢ５３、ＭＣ・ＭＤ５２・５３グリットに位置する。地山面で暗褐色土の「コ」の字形の落ち込みを確

認した。長さは北側５．７ｍ、西側４．４ｍ、南側１．５ｍで、幅２０～３６㎝、深さは１０～１６㎝で、南西コーナー

が隅丸であるのに対して、南東のコーナーは直角に近く折れ曲がっている。壁は緩やかに外傾して立

ち上がり、底面は平坦である。溝で囲まれた内側には、柱穴様のピットが多数あるが、住居や建物跡

の柱穴と考えられる規則的な配置を示すピットが無く、本溝跡の性格も不明である。

ＳＤ４１（第４２図）

ＬＳ・ＬＴ５７、ＬＳ５８グリッドに位置している。北から南に緩く傾斜する地山上面で、黒褐色の環

状の溝を確認した。西北と南側を大きく欠くが、残存部から推定すると直径４．２ｍほどの環状を呈す

ると思われる。溝の上面幅は５０～３５㎝で、深さは１５㎝、底面はほぼ平坦である。覆土はⅡ層に由来す

る単一層で、部分的に暗褐色土のブロックが混入する。本溝跡は、東側でＳＢ９６の北東隅柱と重複す

るが、本遺構確認時には北東隅柱のプランは確認されなかったことから、本遺構がＳＢ９６よりも新し

いものと判断した。しかしながら、土師器と須恵器が出土していることや、覆土が基本層のⅡ層に由

来することから、本遺構の時期はＳＢ９６とそれほど時間差が無いものと考えられる。

遺物は土師器片、須恵器片が２３点、縄文土器６点が出土している。

ＳＤ４６（第４３図）

ＬＳ・ＬＴ５２グリットで、ＳＩ３０とＳＩ１４の間に位置する。地山面で黒褐色土の落ち込みを確認

し、ＳＩ３０と重複するが本溝跡が古い。東側が削平されているが現状では長さ（東西）３．８ｍ以上の弧

状を呈すると考えられる。壁は緩やかに外傾している。

ＳＤ７０（第４４図）

ＭＥ・ＭＦ５０グリットに位置する。地山面で褐色土の落ち込みを確認した。長さ（北西－南西）１．８８

ｍ、幅１０～１６㎝、深さ約８㎝である。断面は「Ｕ」字形をしている。

ＳＤ８０・８３（第４５図）

ＭＡ・ＭＢ・ＭＣ・ＭＤ４７・４８グリットに位置する。地山面で暗褐色土の溝状の落ち込みを確認し

た。長さ東西１２．５ｍの溝（ＳＤ８３）の西側で、南北４．８ｍの溝（ＳＤ８０）が直角にとりつく。幅７㎝で、

確認面からの深さは４㎝であり、断面形は「Ｕ」字形を呈している。ＳＩ６４、ＳＫＰ３０２と重複する

が、本溝跡が古い。本溝跡は、ＳＩ６４など古代の竪穴住居跡よりも古いが、覆土からはそれほど時間

差が無いものと判断されるが、性格は不明である。

ＳＤ１００（第４２図）

ＭＤ５１・５２グリットに位置する。地山面で暗褐色土の「Ｌ」字形の落ち込みを確認し、ＳＫＰ６６と

重複するが、本溝跡が新しく、東側のＳＤ３９と平行している。南北２．１６ｍ、東西０．８４ｍでコーナーは

ＳＤ３９と同じように直角に折れ曲がる。幅２０～４５㎝、確認面からの深さは１０～２５㎝である。壁は外傾

して立ち上がり、底面は平坦である。
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第４２図 ＳＤ３９・１００溝跡（１）

ＳＤ３９ ＳＫＰ９９

ＳＫＰ１０２

ＳＫＰ２１ＳＫＰ１５
Ａ Ｂ

ＳＫＰ１３５

ＳＫＰ１３７
ＳＫＰ１３４

ＳＫＰ１３６ＳＫＰ８９ ＳＫＰ２０
ＳＫＰ７６ ＳＫＰ１３８

ＳＫＰ１６ ＳＫＰ５７Ｉ ＳＫＰ
２５ ＳＫＰ７５

Ｃ Ｄ
ＳＫＰ７４ＳＫＰ１４１ ＳＫＰ１７

ＳＫＰ５９ＳＫＰ８６ Ｊ

ＳＫＰ１３３ Ｇ
Ｈ

Ｆ

ＳＫＰ６０
ＳＫＰ７０

Ｅ ＳＫＰ６９

ＳＤ１００

Ｌ

ＳＫＰ１３９

ＳＫＰ６６

Ｋ

２ｍ０
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第４４図 ＳＤ４６溝跡

ＨＡ Ｄ ＧＢ Ｃ Ｅ Ｆ２１．２ｍ２１．４ｍ２１．３ｍ １
２０．９ｍ１ ＳＤ３９

１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）
しまり強

１ １

ＪＩ ２１．４ｍ

Ｋ Ｌ ＳＮ１００
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり強 粘性中 焼土粒２％ 地山粒１％混じる
２ａ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）しまり強 粘性中 地山１％混入
２ｂ 暗褐色土（１０ＹＲ３／３）しまり中 粘性中

２１．１ｍ２b
１

２a
２m０

第４３図 ＳＤ３９（２）

Ａ Ｂ
２０．３ｍ

１

ＢＳＤ４６
Ｄ ＤＣ

２
２０．２ｍ

Ｃ

Ａ

ＳＤ４６
１ 黒褐色土（１０ＹＲ２／２）
シルト しまり強
炭化物粒極小１％未満
焼土極小１％未満
地山粒１％混入

２ 黒褐色土（１０ＹＲ３／３）
シルト しまり強
地山粒２％混入

ＳＫＰ３０１

ＳⅠ１４

ＳⅠ９５

２ｍ０
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第４５図 ＳＤ４１・７０溝跡

ＤＤ

２

１

ＳＤ４１

ＢＡ

２３
．３
ｍ

ＣＣ

ＢＡ
２３．２ｍ

１ ２ ＳＤ４１
１ 黒褐色土（７．５ＹＲ２／２）
炭化物混入

１

ＳＫＰ９３
ＳＫＰ１２２ＳＫＰ１２３

ＳＤ７０

ＢＡ
ＢＳＫＰ９７ ２１．３ｍ １

ＳＫＰ９４ＳＫＰ９５
Ａ

ＳＤ７０
１ 褐色土（１０ＹＲ４／４）
しまり強

ＳＫＰ１２０
ＳＫＰ１２１

ＳＫＰ９８

ＳＫＰ９６
２ｍ０

ＳＫＰ１３０
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第４６図 ＳＤ８０・８３溝跡

ＳⅠ６４

ＳＫＰ３０２

Ａ ＢＳＤ８３ １９．７ｍ
１

ＳＤ８０
１ 暗褐色土（１０ＹＲ３／４）
しまり強
地山粒４０％以下混入

Ｂ
Ａ

ＤＣ
１９．４ｍ １

ＳＤ８０

Ｄ

ＳＤ８３
１ 褐色土（１０ＹＲ４／６）
しまり強
炭化物粒小１％弱混入Ｃ

０ ３m
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８ 柱穴様ピット
柱穴様ピットは調査区全体で計２７０基を検出した。特に調査区中央部で、ＳＩ１７・３６、ＳＤ３９の周

辺に集中してみられる。また、ＳＩ６７の南側のピット群には住居と方向が等しく、規則的な配列が一

部みられるが、明確な遺構の柱穴とは認めることができなかった。柱穴様ピットについては第３～７

表に位置・形態・規模等の一覧を掲載する。

第３表 柱穴様ピット一覧（１）
番号 位置 平面形 開口部径（㎝） 底面径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（m） 出土遺物 備 考
１ ＬＰ６１ 円形 ３４×３０ ２４×２０ ２２．５ ２７．１２
２ ＬＱ６１ 円形 ２４×１８ １６×１４ １０．８ ２７．０５
３ ＬＳ５４ 円形 ２０×１８ １４×１２ １１．２ ２１．２３
４ ＬＳ５４ 円形 ２２×２２ １８×１６ １２．８ ２０．８８
５ ＬＳ５４ 円形 ３２×３０ ２６×２０ １５．６ ２０．７５
６ ＬＳ５４ 円形 １４×１４ １４×１２ １７．４ ２０．９７
７ ＭＡ５４ 略円形 ２０×１７ １３×１１ ２７．９ ２０．９１ 土師器片３点
８ ＭＡ５４ 楕円形 ２０×１７ １５×１１ １３．７ ２１．０１
９ ＭＢ５６ 円形 １７×１７ １０×１０ ９．９ ２３．５８
１０ ＭＣ５５ 略円形 ２１×１８ １４×１３ ９．５ ２３．２８
１１ ＭＣ５５ 楕円形 ２３×１９ ２４×２４ ２１．３ ２２．８４
１２ ＭＢ５５ 楕円形 ２０×１７ １４×１２ ５．０ ２３．０１
１３ ＭＢ５５ 略円形 １８×１７ １５×１４ １３．５ ２２．５９
１４ ＭＤ・ＭＣ５３ 円形 ２２×２０ １４×１１ １３．６ ２１．５７
１５ ＭＣ５３ 略円形 ２６×２４ ７×６ ３７．９ ２０．６２
１６ ＭＣ５２ 円形 ２５×２４ １８×１７ ３６．１ ２０．６１
１７ ＭＣ５２ 円形 １９×１８ １３×１１ １３．７ ２０．５４
１８ ＬＳ６０ 円形 １８×１６ １８×１４ ８．２ ２４．１８ 土師器片１点 ＳＫＰ１９と重複
１９ ＬＳ６０ 略円形 ４４×２８ ２０×１４ ６２．４ ２３．６４ 土師器片８点 ＳＫＰ１８と重複
２０ ＭＣ５２ 円形 １９×１８ １３×１２ ２８．３ ２０．４８
２１ ＭＢ５２ 円形 ２９×２８ １５×１４ １８．４ ２０．２９
２２ ＭＢ５２ 略円形 ２６×２４ １２×１０ ３４．７ １９．６９
２３ ＭＡ５４ 略円形 １９×１８ １５×１３ ８．７ ２１．００
２４ ＭＡ５４ 略円形 ２２×２０ １７×１５ １５．５ ２１．２２ 土師器片３点
２５ ＭＣ５３ 方形 ２６×２６ ２１×２０ １６．７ ２１．１４ 土師器片１点
２６ ＭＣ５３ 円形 １８×１７ １３×９ ９．９ ２１．３８
２７ ＬＳ６０ 略円形 ２４×２０ ２０×１６ １５．０ ２４．１１
２８ 欠番
２９ 欠番
３０ ＬＳ５９ 円形 ２６×２４ １８×１６ １９．３ ２３．６４
３１ 欠番
３２ ＭＡ５８ 楕円形 ２６×２２ １１×１０ ２５．９ ２３．４３
３３ ＭＡ５８ 略円形 ２４×２０ １６×１４ １９．４ ２３．４８
３４ 欠番
３５ ＭＡ５８ 楕円形 ２５×１６ １１×８ ２３．９ ２３．５１
３６ 欠番
３７ ＭＡ５８ 略円形 ２０×１８ １２×１０ １１．４ ２３．５９
３８ ＭＡ５８ 楕円形 ３２×２０ ２２×１６ １３．６ ２３．４９
３９ ＬＴ５８ 略円形 ２６×２２ ２４×２２ ２３．１ ２３．１４
４０ ＬＳ６１ 円形 ２２×１８ １４×１０ ２０．０ ２４．２０
４１ ＬＳ６１ 略円形 ３５×３０ ２０×１３ １０．１ ２４．２５
４２ ＬＳ６１ 円形 １４×１０ ６×６ ６．８ ２４．２３
４３ ＬＳ６１ 楕円形 ２８×２０ ２２×１４ ４．８ ２４．２８
４４ 欠番
４５ 欠番
４６ ＭＣ５０ 略円形 ２７×２３ １２×１１ ２８．５ １９．５８
４７ 欠番 ＳＩ２０－Ｐ１
４８ 欠番 ＳＩ２０－Ｐ２
４９ 欠番 ＳＩ２０－Ｐ３
５０ 欠番 ＳＩ２０－Ｐ４
５１ 欠番 ＳＩ２０－Ｐ５

第４章 調査の記録

―６４―



第４表 柱穴様ピット一覧（２）
番号 位置 平面形 開口部径（㎝） 底面径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（ｍ） 出土遺物 備 考
５２ ＭＣ５１ 円形 ２０×２２ １５×１４ １１．１ １９．６３
５３ ＭＤ５１ 略円形 ２２×１９ １６×１５ １６．４ ２０．５７
５４ ＭＤ５１ 楕円形 ２１×１８ １８×１３ １８．１ ２０．６７
５５ ＭＤ５１ 円形 １８×１７ １４×１１ ８．４ ２０．８０
５６ ＭＤ５１ 円形 １６×１４ １１×１０ １０．３ ２０．７７
５７ ＭＣ５２ 略円形 ２０×１８ １３×１０ １５．３ ２０．４９
５８ ＭＣ５１ 円形 １９×１８ １２×１１ ７．５ ２０．３９
５９ ＭＣ５２ 円形 １７×１５ １３×１２ １２．９ ２０．７２
６０ ＭＤ５２ 楕円形 １８×１５ １３×１１ １１．５ ２０．９６
６１ ＭＤ５１ 楕円形 ２６×２０ １０×１０ ３１．０ ２０．６７
６２ ＭＥ５１ 円形 ２９×２７ １５×１４ ３３．７ ２０．７２
６３ ＭＤ５１ 楕円形 ４５×２５ １９×１８ ３６．５ ２０．５８ ＳＫＰ６４と重複
６４ ＭＤ５１ 略円形 ３０×２５ ２１×１８ ４３．３ ２０．５５ ＳＫＰ６４と重複
６５ ＭＤ５１ 楕円形 ４３×３３ １８×１２ ３２．２ ２０．６８ 石器製品１点
６６ ＭＤ５１ 楕円形 ４２×３４ ２１×１９ ３７．８ ２０．６０
６７ ＭＤ５２ 円形 ３６×３４ １３×１１ １７．１ ２０．８８
６８ ＭＤ５２ 略円形 ３０×２８ １８×１２ １３．９ ２０．９８
６９ ＭＣ５１ 楕円形 ４６×４０ ３２×２７ ３８．２ ２０．２９
７０ ＭＣ５２ 略円形 ４０×３７ １５×１３ ２９．５ ２０．５０
７１ ＬＳ５９ 楕円形 ２８×２２ １８×１２ ３２．２ ２３．５９ 土師器片１点
７２ 欠番
７３ ＬＳ６１ 円形 ２２×２０ １６×１２ １０．２ ２４．２７
７４ ＭＣ５２ 略円形 ３３×３０ １２×１１ ４１．８ ２０．３６
７５ ＭＣ５２ 円形 ２４×２２ １５×１４ １５．４ ２０．５３
７６ Ｃ５２・５ 円形 １２×１１ ８×７ １１．０ ２１．０２
７７ ＭＥ５３ 円形 ２３×２０ １３×１２ １２．１ ２１．４５
７８ ＭＥ５２ 円形 ２０×１７ １０×９ １３．１ ２１．３５
７９ ＭＥ５１ 方形 ４１×３０ １４×１３ ５０．５ ２０．４７
８０ ＭＥ５０ 楕円形 ３８×３０ ２８×２３ ２５．９ ２０．４７
８１ ＭＤ５１ 楕円形 ２８×２０ ２１×１２ ２１．９ ２０．７０ 石器片１点
８２ ＭＥ５２ 円形 ２７×２５ １７×１４ ３０．１ ２０．８９
８３ ＭＤ５２ 楕円形 ５０×２８ ４０×１９ ２６．９ ２０．８９
８４ ＭＥ５２ 円形 ２２×２０ １１×１０ １１．２ ２１．３７
８５ ＭＥ５３ 円形 ２３×２２ １１×９ ３３．２ ２１．２５ 石器片３点
８６ ＭＤ５３ 楕円形 ５０×３３ ４４×２３ ２９．５ ２１．０１
８７ 欠番
８８ 欠番
８９ ＭＣ５３ 円形 ２０×１７ １５×９ １１．８ ２１．１９
９０ ＭＣ５３ 円形 ３４×２６ １１×１０ ６０．９ ２０．８６
９１ ＭＣ５３ 楕円形 ２５×２１ １２×８ ２６．３ ２１．０９
９２ ＭＦ５１ 楕円形 ２８×２２ １６×１６ １２．１ ２１．１４
９３ Ｆ５０・５ 円形 ３０×３０ ２０×１９ １１．４ ２１．１４
９４ ＭＦ５０ 楕円形 ３８×２３ ２５×１４ １４．７ ２０．９７
９５ ＭＦ５０ 円形 １９×１８ １７×１１ ２６．８ ２０．８０
９６ ＭＦ５０ 円形 ２７×２４ ２２×２０ １７．０ ２１．７６ 須恵器片１点
９７ ＭＦ５０ 円形 ２４×２４ １４×９ ２４．１ ２０．８７
９８ ＭＦ５０ 円形 ３２×３２ １８×１８ ３１．４ ２０．７３
９９ ＭＢ５２ 略円形 ２７×２３ ８×４ ２０．１ ２０．０３
１００ ＭＢ５２ 略円形 ３２×２５ ２０×１７ ９．９ ２０．１５
１０１ ＭＢ５２ 略円形 ３２×２７ １９×１７ １０．９ ２０．２４
１０２ ＭＢ５２ 楕円形 ３４×２６ ２０×１９ ８．３ ２０．１５
１０３ 欠番
１０４ 欠番
１０５ 欠番
１０６ ＬＳ６０ 円形 ２４×２０ １６×１２ ２０．２ ２３．９６ 土師器片１点
１０７ ＬＴ５９ 略円形 １５×１３ １０×８ １３．４ ２３．２４ ＳＫＰ１０８と重複
１０８ ＬＴ５９ 略円形 ２３×１８ ９×８ ２０．１ ２３．１７ ＳＫＰ１０８・１０９と重複
１０９ ＬＴ５９ 略円形 ２２×１７ １０×８ ２２．４ ２３．１５ ＳＫＰ１０８と重複
１１０ ＬＴ５８ 楕円形 ３２×２１ １０×９ ２５．２ ２３．０６
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第５表 柱穴様ピット一覧（３）
番号 位置 平面形 開口部径（㎝） 底面径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（ｍ） 出土遺物 備 考
１１１ ＬＴ５８ 円形 １５×１４ ４×４ １６．３ ２３．１４

１１２ ＬＳ６０ 円形 ２２×１８ １６×１２ ２８．５ ２３．８３ 縄文１点
須恵器３点

１１３ ＬＴ５９ 円形 １３×１１ ５×４ １４．７ ２３．３１
１１４ ＬＴ５９ 円形 １５×１３ ８×５ １６．１ ２３．２６
１１５ ＬＴ５９ 円形 ２０×２０ ８×７ ２９．１ ２３．１４
１１６ Ａ・ＭＢ５ 円形 ２８×２６ １４×１０ ３２．２ １９．３２ 石器片１点
１１７ ＭＡ５１ 円形 ３０×２４ ２２×１６ １３．８ １９．６６
１１８ ＭＢ５１ 円形 ２８×２２ １６×１６ ２４．０ １９．５８
１１９ ＭＢ５１ 円形 ２２×２０ １４×１２ ３８．５ １９．２９
１２０ ＭＦ５０ 円形 １８×１４ １５×１１ １７．９ ２０．８６
１２１ ＭＦ５０ 円形 ２８×２７ ２２×２０ １６．４ ２０．７８
１２２ ＭＥ５０ 円形 ３４×２９ ２３×１６ ２４．０ ２０．８４
１２３ ＭＥ５０ 円形 ２０×２０ １８×１８ １７．７ ２０．９４
１２４ ＭＥ５０ 円形 ２２×１８ １８×１５ １１．７ ２０．６７
１２５ ＭＤ５０ 略円形 ２７×２３ １５×１３ １３．３ １９．８１
１２６ ＭＤ５０ 略円形 ２５×２２ １８×１７ １２．６ １９．７２
１２７ ＭＤ４９ 円形 ２２×１９ １１×１０ ２３．４ １９．５４
１２８ ＭＤ４９ 円形 ３２×３０ ２０×１６ １１．９ １９．６６
１２９ ＭＤ４９ 円形 ２０×１９ １０×９ ３２．６ １９．３７
１３０ ＭＦ５０ 円形 ２１×１６ ９×８ １３．７ ２０．７７
１３１ ＭＥ５１ 円形 ２４×２３ １７×１５ ７．５ ２１．０３
１３２ ＭＥ５１ 楕円形 ５４×４１ １４×１３ ４４．５ ２０．６７
１３３ ＭＣ５２ 略円形 ４０×３６ １０×９ ６６．３ ２０．４２
１３４ ＭＣ５３ 楕円形 ４２×３２ ２９×２４ １８．１ ２１．９４
１３５ ＭＣ５３ 略円形 ３３×２８ ２０×１７ １０．７ ２１．６３
１３６ ＭＣ５２ 楕円形 １８×１５ ９×８ ２０．５ ２０．７０
１３７ ＭＣ５２ 楕円形 ３４×２３ １０×７ ３９．８ ２０．２８
１３８ ＭＣ５２ 楕円形 ３４×２１ ３３×１７ １９．７ ２０．５４ 土師器片１点
１３９ ＭＤ５２ 円形 ２５×２４ １５×１３ ２１．５ ２０．８１
１４０ ＭＤ５２ 略円形 ３２×２６ １８×１７ １２．８ ２０．９６
１４１ ＭＣ５２ 楕円形 ２２×１９ １２×１１ ５２．６ ２０．２８
１４２ ＭＧ４８ 円形 ２２×２０ １２×１２ １６．７ １８．７８
１４３ ＭＧ４８ 円形 ３５×３１ ２４×２３ ３１．４ １８．７４
１４４ ＭＧ４８ 円形 １８×１６ １０×９ ２４．５ １８．８５
１４５ ＭＦ４８ 円形 ３０×２８ １６×１５ １４．２ １９．１２
１４６ ＭＦ４８ 円形 ３２×２８ ２０×１８ ３０．７ １９．０３
１４７ ＭＦ４８ 円形 ２０×１９ １４×１２ １２．６ １９．３０
１４８ ＭＦ４８ 楕円形 ３４×２３ ３０×１８ ７．０ １９．１１
１４９ ＭＦ４９ 略円形 ４６×３９ ３３×２６ ２７．７ １９．２４
１５０ ＭＥ４８ 円形 ２７×２５ １５×１３ ３０．３ １９．９３
１５１ ＭＥ４８ 方形 ２４×２０ １５×１３ １６．３ １９．２６
１５２ 欠番
１５３ ＭＥ４８ 楕円形 ２９×２１ １６×１３ ２８．７ １９．１０
１５４ ＭＧ４９ 円形 ２７×２４ １７×１５ １７．０ １９．６６
１５５ ＭＧ４８ 円形 ３５×３４ ２３×２０ １６．１ １９．２１
１５６ ＭＧ４８ 円形 １１×１０ ７×６ ２２．７ １８．９６
１５７ Ｆ・ＭＧ４ 円形 ３２×２７ ２１×１７ １０．３ １９．１０
１５８ ＭＢ５１ 円形 ２８×２６ ２０×１８ ４１．４ １９．５０
１５９ ＭＣ５１ 円形 ３０×２６ １８×１７ ２８．８ １９．９２
１６０ Ｇ４７・４ 楕円形 ２２×１５ ９×８ ２５．３ １８．６４
１６１ ＭＧ４７ 円形 ２７×２４ １５×１４ ２１．５ １８．６２
１６２ ＭＨ４５ 円形 ３０×２７ ２５×２１ １６．４ １８．０６
１６３ ＭＨ４５ 略円形 ２９×２１ ２２×１９ ３０．４ １７．８８ 土師器片１点
１６４ ＭＨ４５ 円形 ３５×２８ ３０×２６ ８．０ １８．０９
１６５ ＭＨ４５ 楕円形 １５×１０ １１×９ １４．３ １８．０２
１６６ ＭＨ４５ 円形 ２２×２０ １９×１８ １８．４ １７．９７
１６７ ＭＦ４６ 円形 ２５×２５ １８×１６ １３．２ １８．２６
１６８ Ｆ４５・４ 略円形 ３３×２５ ２２×１８ １２．１ １８．２６
１６９ ＭＦ４５ 円形 ２８×２７ ２１×１９ １８．５ １８．１５
１７０ Ｆ・ＭＧ４ 円形 ２７×２３ １６×１５ １２．１ １８．１９
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第６表 柱穴様ピット一覧（４）
番号 位置 平面形 開口部径（㎝） 底面径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（ｍ） 出土遺物 備 考
１７１ ＭＧ４５ 円形 １９×１８ １４×１３ １２．０ １８．０２
１７２ ＭＦ４７ 円形 ３４×３２ ２５×２４ １３．７ １８．８２
１７３ ＭＦ４７ 楕円形 ６４×３３ ２３×２２ ２６．４ １８．６６
１７４ ＭＦ４７ 円形 ２８×２１ １８×１２ １４．９ １８．７６
１７５ ＭＦ４６ 楕円形 ６５×３９ ２６×１８ ２８．４ １８．３５ 石器片１点
１７６ ＭＦ４７ 円形 ２３×２０ １５×１３ １６．２ １８．９４
１７７ ＭＦ４８ 円形 １９×１８ ９×８ ２３．７ １８．９１
１７８ ＭＦ４８ 円形 ２４×２２ １０×１０ ４４．９ １８．７４
１７９ ＭＦ４８ 円形 ２２×２１ １３×１１ ３１．５ １８．９２
１８０ ＭＧ４５ 円形 ２２×２１ １１×９ ２２．６ １８．１３
１８１ ＭＧ４５ 楕円形 ５４×４３ ２０×１９ ４８．７ １７．８２
１８２ ＭＧ４５ 円形 ４５×３９ ２０×１８ １０．５ １８．０６ ＳＫＰ１８３と切りあう
１８３ ＭＧ４５ 円形 ４０×３５ １９×１４ ４．３ １８．１０ ＳＫＰ１８２と切りあう
１８４ ＭＧ４５ 円形 ２４×２３ １５×１０ １２．１ １８．０８
１８５ ＭＧ４５ 円形 ２５×２１ １５×１４ １７．４ １８．０８
１８６ ＭＧ４５ 円形 ２５×１９ ２０×１３ １２．２ １８．１７
１８７ ＭＧ４５ 円形 ２５×２４ １０×９ ３０．５ １８．０１
１８８ ＭＧ４５ 円形 ３４×３０ ２３×２３ ２１．５ １８．０８
１８９ ＭＧ４５ 円形 ３４×３３ ２４×１８ ２１．１ １８．０７
１９０ ＭＧ４５ 略円形 ４７×３５ ３２×２２ １３．２ １８．１７
１９１ ＭＦ４７ 円形 １８×１６ １０×１０ １１．８ １８．６７
１９２ ＭＥ４７ 円形 ２６×２５ １８×１８ １０．９ １８．８７
１９３ ＭＦ４７ 円形 ２７×２３ １５×１５ １８．５ １８．８５
１９４ ＭＦ４６ 略円形 ３４×３０ ２１×１５ ８．１ １８．４９
１９５ ＭＦ４７ 円形 ２１×１８ １０×９ ３５．２ １８．４４
１９６ ＭＧ４７ 円形 ３１×２９ １８×１７ ４２．４ １８．３７
１９７ ＭＦ４６ 円形 １７×１６ １１×１０ １２．６ １８．６１
１９８ Ｆ４６・４ 円形 ２０×１９ １５×８ ６．０ １８．７１
１９９ ＭＦ４７ 円形 ２０×１９ １５×１３ ７．５ １８．７３
２００ ＭＧ４５ 円形 ３８×３４ ２５×２０ １２．１ １８．０４ ＳＫ７６と重複
２０１ ＭＧ４５ 楕円形 ５０×４０ ３４×２１ ３０．１ １７．９３
２０２ ＭＧ４５ 楕円形 ５８×４５ ３２×２７ ３５．２ １７．９６
２０３ ＭＦ４７ 円形 １９×１７ ９×９ １４．５ １８．６０
２０４ ＭＦ４７ 円形 ２４×２１ １６×１５ ２１．８ １８．５２
２０５ ＭＥ４７ 円形 ２２×２０ １４×１３ １６．０ １８．９８
２０６ ＭＥ４７ 円形 ２５×２３ １８×１７ １５．１ １９．０６
２０７ ＭＥ４６ 略円形 ２５×２１ ２０×１４ ７．２ １８．６５ 石器片１点
２０８ ＭＥ４６ 円形 ２１×１９ １５×１１ １５．１ １８．４８
２０９ ＭＥ４６ 円形 ２８×２３ ２０×１５ ９．９ １８．４３
２１０ ＭＥ４７ 円形 ２１×２０ １５×１４ ８．９ １９．０６
２１１ 欠番
２１２ ＭＥ４７ 楕円形 ６５×３３ １０×９ ２４．９ １８．７８
２１３ ＭＣ４７ 円形 ３４×３２ １３×９ ２５．２ １８．９４
２１４ 欠番 ＳＢ９６
２１５ 欠番 ＳＢ９６
２１６ ＭＦ４６ 円形 ２６×２５ ２１×１９ ８．３ １８．５１
２１７ ＭＧ４４ 楕円形 ３８×２９ ３２×２２ １３．２ １７．７５
２１８ ＭＦ４４ 略円形 ２９×２２ １８×１２ １９．１ １７．７４ 土師器片１点
２１９ 欠番 ＳＢ９６
２２０ ＭＨ４４ 円形 ３４×２８ ２１×１５ ２１．４ １７．７５
２２１ ＭＨ４４ 円形 ３２×２９ ２７×２２ １４．７ １７．７６
２２２ ＭＧ４４ 円形 ２５×２０ １８×１２ ８．２ １７．６０
２２３ Ｇ４３・４ 円形 ２６×２４ １８×１５ ２１．８ １７．３３
２２４ ＭＧ４２ 円形 ２３×１９ １１×９
２２５ ＭＨ４２ 円形 ２６×２５ １７×１５ １５．３ １６．７５
２２６ ＭＨ４１ 円形 ２６×２５ １９×１２ １５．２ １６．９２
２２７ ＭＨ４１ 円形 ３５×３０ ２７×２０ ２０．１ １６．８７
２２８ ＭＧ４１ 円形 ２５×２３ １８×１６ １２．０ １６．７９
２２９ ＬＳ６０ 円形 ２５×２４ １８×１８ １１．３ ２３．８３
２３０ ＬＴ５９ 楕円形 ３０×２４ １４×８ ２０．３ ２３．６６
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第７表 柱穴様ピット一覧（５）
番号 位置 平面形 開口部径（㎝） 底面径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（ｍ） 出土遺物 備 考
２３１ ＬＴ６０ 円形 ２４×２０ １８×１６ ４１．６ ２３．４４
２３２ ＬＴ５９ 楕円形 １４×８ ８×４ ８．５ ２３．５９
２３３ ＬＴ５９ 楕円形 ２４×１６ １６×１０ １８．８ ２３．４９
２３４ ＭＧ４０ 円形 １９×１５ １４×１０ ９．６ １６．６５
２３５ ＭＧ４１ 円形 ２１×１８ １５×１４ １３．０ １６．８３
２３６ ＬＲ５３ 円形 ３０×２８ ２０×１８ ３３．２ ２０．２９
２３７ ＬＳ５４ 略円形 ３４×２４ １６×１３ ３０．５ ２０．５７
２３８ ＭＢ４４ 円形 ２０×２０ １５×１３ １３．８ １８．１０
２３９ Ａ・ＭＢ４ 円形 ２３×２１ ２０×１８ １９．３ １８．０７
２４０ ＭＢ４５ 円形 １９×１６ １３×１２ １１．７ １８．２９
２４１ ＭＡ４５ 円形 ２２×１８ １７×１３ ７．７ １８．２７
２４２ ＬＳ６０ 円形 ３０×２４ ２２×２０ ２９．４ ２３．６０
２４３ ＬＳ６０ 楕円形 ３２×２２ ２６×１６ １６．９ ２３．７９
２４４ 欠番 ＳＢ９６
２４５ 欠番 ＳＢ９６
２４６ 欠番 ＳＢ９６
２４７ 欠番 ＳＢ９６
２４８ 欠番 ＳＢ９６
２４９ ＭＡ４６ 円形 ２８×２５ １５×１４ ３１．１ １８．１１
２５０ ＬＴ４６ 円形 １９×１７ １３×１２ １１．１ １８．３３
２５１ ＭＡ４６ 円形 ２２×２０ １５×１４ １１．６ １８．２５
２５２ ＬＴ４７ 円形 ２７×２６ ２３×２２ １４．６ １８．５７
２５３ ＬＴ４７ 円形 １９×１７ ８×７ ８．５ １８．５８
２５４ Ｓ・ＬＴ４ 円形 １５×１４ １２×９ １３．０ １９．４９
２５５ ＭＡ４６ 円形 ２４×２３ ２０×１８ ８．７ １８．４３
２５６ ＭＤ５３ 楕円形 ４３×３３ ３０×２５ ４２．８ ２１．０４
２５７ ＭＦ４８ 略円形 ５１×４３ ３７×２７ ３２．３ １８．７９
２５８ 欠番 ＳＢ９６
２５９ ＭＦ４２ 楕円形 ３６×２８ １４×１２ １４．４ １７．４１
２６０ ＭＦ４２ 円形 ３８×３６ ２０×１４ ２１．３ １７．３０
２６１ ＭＦ４２ 円形 ３２×２８ ２２×１８ １８．２ １７．２９
２６２ Ｆ４１・４ 楕円形 ２２×１６ １８×１２ ２３．６ １７．２２
２６３ ＭＥ４２ 円形 ３２×３０ １６×１２ １５．３ １７．４９
２６４ ＭＤ４２ 楕円形 ４８×２８ ２６×２０ ４１．８ １７．２６
２６５ Ｄ・ＭＥ４ 楕円形 ４２×３０ ３６×２６ １５．４ １７．６１
２６６ ＭＥ４２ 略円形 ２６×２０ １４×１２ ３１．４ １７．４８
２６７ ＭＤ４２ 円形 ２８×２６ ２２×２０ １５．５ １７．６７
２６８ ＭＥ４２ 円形 ２６×２４ ２０×１４ ２９．２ １７．４６
２６９ ＭＥ４３ 楕円形 ８０×２４ ２０×１６ ４５．１ １７．２９
２７０ ＭＥ４３ 円形 ３４×３２ ３０×２２ １４．４ １７．５６
２７１ ＭＦ４３ 円形 ４４×４０ ２６×２４ ７．１ １７．６２
２７２ Ｅ・ＭＦ４ 円形 ２８×２６ ２４×２２ ７．３ １７．６４
２７３ ＭＦ４３ 円形 ２０×１８ １６×１４ ５．９ １７．６７
２７４ ＭＦ４３ 楕円形 ３８×２８ ３０×１６ １３．９ １７．５７
２７５ ＭＦ４３ 円形 １８×１６ １４×１２ ７．２ １７．６３
２７６ ＭＦ４３ 円形 ４２×３８ ３４×３０ ４０．２ １７．３６
２７７ ＭＦ４３ 円形 ２４×２０ ２０×１６ ３４．２ １７．４７
２７８ 欠番
２７９ 欠番
２８０ ＭＦ４４ 円形 ３１×２９ １８×１８ １７．０ １８．２３ ＳＩ３５と重複
２８１ 欠番
２８２ ＬＳ６１ 楕円形 １５×２４ ５×１０ ６．１ ２４．０８ なし ＳＤ２８と重複
２８３ ＬＳ６１ 楕円形 ３２×２６ ２０×１４ ２６．１ ２４．２１ ＳＫ４５と重複
２８４ ＬＴ６０ 円形 ２９×３２ ２６×２８ ２７．１ ２３．６０
２８５ ＬＴ６０ 楕円形 ２０×１４ １４×１０ ２６．７ ２３．６１
２８６ ＬＴ６０ 楕円形 ２０×１６ １４×１２ ３９．６ ２３．４７
２８７ ＬＴ６０ 円形 ２２×２０ １４×１２ ３１．８ ２３．７０
２８８ ＬＴ６０ 定楕円 推定 推定 ３７．８ ２３．４８ 一部調査区外
２８９ ＭＨ４１ 円形 ２６×２６ ２０×１９ ３０．３ １６．４６ ＳＫ３４と重複
２９０ ＬＱ６１ 楕円形 ６４×３４ １８×１０ ３１．０ ２６．８１
２９１ ＭＤ４３ 円形 ２２×２０ １８×１６ １５．６ １７．９１
２９２ ＭＥ４３ 方形 ２６×２６ ２２×２２ ２０．８ １７．７１
２９３ ＭＥ４ 楕円形 ２６×３０ ２０×２４ ２４．０ １７．６８
２９４ ＭＧ４５ 方形 ５３×５６ ４３×４４ ３９．５ １７．７６
２９５ ＭＧ４６ 方形 ３２×３６ ２０×２４ ３５．８ １８．２５
２９６ ＭＤ４ 円形 ２２×２２ １６×１４ １０．９ １７．９１
２９７ ＭＥ４ 楕円形 ３８×２９ ２７×２２ ２２．０ １７．７２ ＳＩ３５と重複
２９８ ＬＳ５３ 楕円形 ２４×２０ １４×１４ １７．９ ２０．４８
２９９ ＬＳ５３ 楕円形 ４４×２４ ２２×２２ １６．６ ２０．５２
３００ ＭＦ４７ 楕円形 ６３×３４ １１×１１ ３２．３ １８．７０
３０１ ＬＴ５２ 楕円形 ２３×２０ １８×１６ １８．１ １９．９ ＳＤ４６と重複
３０２ ＭＣ４８ 楕円形 ２８×２４ １８×１７ １２．７ １９．３３ ＳＤ８３と重複
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第４７図 遺構内出土石器（１）

１（ＳＫ１３）
２（ＳＩ１４）

４（ＳＩ１７） ５（ＳＩ１７）
６（ＳＩ１７）３（ＳＩ１４）

８（ＳＩ２０）
９（ＳＩ３０）７（ＳＩ２０）

１２（ＳＩ３５）

１０（ＳＩ３５）

１１（ＳＩ３５）

１３（ＳＩ３５） １４（ＳＩ３５） １５（ＳＩ３５）

０ １０㎝

第２節 検出遺構と出土遺物
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第４８図 遺構内出土石器（２）

１７（ＳＩ３５）
１６（ＳＩ３５） １８（ＳＩ３５）

１９（ＳＩ３５） ２０（ＳＩ３５）

２１（ＳＩ３５） ２２（ＳＩ３５）

２３（ＳＩ３６）

２６（ＳＤ４１）

２４（ＳＩ３６） ２５（ＳＩ３６）

２７（ＳＫ４３）
２８（ＳＫ４３）

２９（ＳＫ４３）

０ １０㎝
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第４９図 遺構内出土石器（３）

３１（ＳＩ６１）
３０（ＳＫ４３）

３３（ＳＩ６１）

３２（ＳＩ６１）

３５（ＳＩ６２）
３６（ＳＩ６２）

３４（ＳＩ６１）

３８（ＳＩ６２）３７（ＳＩ６２） ４０（ＳＫＰ６４）
３９（ＳＫ８４）

０ １０㎝

第２節 検出遺構と出土遺物
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第５０図 遺構内出土土器（縄文・弥生）（１）

１（ＳＮ１３）
２（ＳＩ１４） ５（ＳＩ３０）

３（ＳＩ１４）

６（ＳＫ３４）

４（ＳＩ３０）

９（ＳＩ３６）

７（ＳＩ３６）

８（ＳＩ３６）

１０（ＳＫ４３）

１２（ＳＩ６１）

１０㎝０
１１（ＳＫ４４）
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第５１図 遺構内出土土器（縄文・弥生）（２）

１４（ＳＩ６２）
１３（ＳＩ６２）

１５（ＳＩ６２）

１７（ＳＩ６２）
１６（ＳＩ６２）

１８（ＳＩ６２）

１９（ＳＩ６２）

２０（ＳＩ６２）

２１（ＳＩ６２）

２２（ＳＩ６２）

２３（ＳＫ７１）
１０㎝０
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第５２図 遺構内出土遺物（古代）（１）

２４（ＳＤ１９）

２５（ＳＤ２８）

２６（ＳＤ２８）

２８（ＳＩ３５）

２７（ＳＩ３５）

３０（ＳＩ３５）

２９（ＳＩ３５）

３２（ＳＩ３５）

３１（ＳＩ３５）

０ １０㎝
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第５３図 遺構内出土遺物（古代）（２）

３５（ＳＩ３５）３４（ＳＩ３５）３３（ＳＩ３５）

３６（ＳＩ３５） ３７（ＳＩ３５）

３９（ＳＩ３６）３８（ＳＩ３６）

４０（ＳＩ３６）

４１（ＳＫ３７）
４２（ＳＫ３７）

１０㎝０

第２節 検出遺構と出土遺物
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第５４図 遺構内出土遺物（古代）（３）

４３（ＳＩ６２）

４４（ＳＩ６２）

４５（ＳＩ６２）

４６（ＳＩ６２）

４７（ＳＩ６２）

４８（ＳＩ６２）

４９（ＳＩ６２）

５０（ＳＩ６２）

０ １０㎝
５１（ＳＩ６２）
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第５５図 遺構内出土遺物（古代）（４）

５２（ＳＩ６４）
５３（ＳＩ６４）

５５（ＳＫ７１）
５４（ＳＩ６４）

５７（ＳＫ７１）

５６（ＳＫ８５）

５９（ＳＫ９４）

５８（ＳＫ８５）

６１（ＳＢ９８）

６０（ＳＢ９８）

０ １０㎝

第２節 検出遺構と出土遺物
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第８表 遺構内出土石器一覧
挿図
番号

図版
番号 遺構 器種 最大長

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

重量
（ｇ） 石質

４７－１ ９－４０ ＳＫ１３ 石錘 ６．６ ８．４ ３．２ ２１７．２ 輝石安山岩

４７－２ ９－３６ ＳＩ１４ 石箆 ６．１ ３．９ １．０ ２４．９ 珪質頁岩

４７－３ ＳＩ１４ 掻器 ３．６ １．４ １．０ ３．９ 珪質頁岩

４７－４ ９－１５ ＳＩ１７ 石鏃 ２．２ １．８ ０．４ ０．９ 黒曜石

４７－５ ＳＩ１７ 石錐 ２．７ ０．９ ０．５ １．１ 珪質頁岩

４７－６ ＳＩ１７ 石錐 ３．５ ２．０ ０．９ ４．５ 珪質頁岩

４７－７ ＳＩ２０ 掻器 ４．７ ３．４ １．０ １０．０ 珪質頁岩

４７－８ ＳＩ２０ 掻器 ２．８ ２．７ ０．６ ４．２ 珪質頁岩

４７－９ ＳＩ３０ 石鏃 ４．３ １．３ ０．８ ４．０ 珪質頁岩

４７－１０ ＳＩ３５ 石槍 ２．１ １．７ ０．８ ２．３ 珪質頁岩

４７－１１ ＳＩ３５ 石箆 ５．５ ４．１ １．７ ４３．５ 珪質頁岩

４７－１２ ＳＩ３５ 石箆 ２．１ ２．９ ０．９ ５．４ 珪質頁岩

４７－１３ ＳＩ３５ 石錐 ３．２ １．０ ０．５ １．３ 珪質頁岩

４７－１４ ＳＩ３５ 石匙 ３．２ ２．３ ０．６ ４．６ 珪質頁岩

４７－１５ ＳＩ３５ 掻器 ７．３ ３．０ １．４ ２８．７ 珪質頁岩

４８－１６ ＳＩ３５ 掻器 ３．０ ２．３ ０．６ ３．１ 珪質頁岩

４８－１７ ＳＩ３５ 掻器 ２．１ ２．３ ０．６ １．８ 珪質頁岩

４８－１８ ＳＩ３５ 掻器 ５．１ ６．０ １．５ ３７．３ 珪質頁岩

４８－１９ ＳＩ３５ 掻器 ４．３ ５．４ １．４ ３１．９ 珪質頁岩

４８－２０ ＳＩ３５ 掻器 ３．８ ４．９ １．３ １９．２ 珪質頁岩

４８－２１ ＳＩ３５ 掻器 １．５ ３．７ ０．７ ３．８ 珪質頁岩

４８－２２ ＳＩ３５ 掻器 ２．４ １．２ ０．４ １．０ 珪質頁岩

４８－２３ ＳＩ３６ 石箆 ５．８ ４．６ １．５ ４１．３ 流紋岩

４８－２４ ＳＩ３６ 石匙 ４．６ ２．２ ０．８ ７．１ 珪質頁岩

４８－２５ ＳＩ３６ ＵＦ ５．３ ４．３ ０．７ １０．３ 珪質頁岩

４８－２６ ＳＤ４１ 石鏃 ２．３ １．７ ０．５ １．６ 珪質頁岩

４８－２７ ＳＫ４３ 石鏃 ２．１ １．０ ０．５ ０．８ 珪質頁岩

４８－２８ ＳＫ４３ 石鏃 ２．９ １．４ ０．８ ３．０ 珪質頁岩

４８－２９ ＳＫ４３ 石錘 ７．５ ６．６ １．６ ７４．７ 輝石安山岩

４９－３０ ＳＫ４３ 掻器 ７．７ ３．６ １．８ ４２．３ 珪質頁岩

４９－３１ ＳＩ６１ 石箆 ６．３ ２．８ １．２ ２１．５ 珪質頁岩

４９－３２ ＳＩ６１ 掻器 ５．５ ４．３ １．６ ３５．３ 珪質頁岩

４９－３３ ＳＩ６１ 掻器 ２．４ ３．４ ０．５ ３．４ 珪質頁岩

４９－３４ ＳＩ６１ ＵＦ ５．６ ３．７ １．９ ２６．８ 珪質頁岩

４９－３５ ＳＩ６２ 石鏃 ２．２ １．４ ０．５ １．６ 珪質頁岩

４９－３６ ＳＩ６２ 石匙 ３．９ ２．５ ０．８ ４．７ 珪質頁岩

４９－３７ ＳＩ６２ ＲＦ ３．２ １．９ ０．６ ２．９ 珪質頁岩

４９－３８ ＳＩ６２ ＵＦ ３．１ ３．３ ０．７ ５．７ 珪質頁岩

４９－３９ ＳＫ８４ 石錐 ５．２ １．３ ０．９ ７．０ 珪質頁岩

４９－４０ ＳＫＰ６４ 石箆 ４．０ １．５ ０．５ ３．３ 珪質頁岩

第４章 調査の記録
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第９表 遺構内出土縄文・弥生土器一覧
挿図
番号

図版
番号

出土
位置 時代 器 種 部 位 色 調 備 考外 面 内 面

５０－１ ＳＮ１３ 縄文 深鉢 口縁部 ７．５ＹＲ５／２灰褐 １０ＹＲ４／２ 灰黄褐
５０－２ ＳＩ１４ 弥生 甕 口縁部 ２．５Ｙ４／１ 黄灰 ２．５ＹＲ３／１黒褐 内外ハケ目
５０－３ ＳＩ１４ 弥生 浅鉢 口縁部 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙 １０ＹＲ５／６ 黄褐 変形工字文・列点文
５０－４ １０－５０ ＳＩ３０ 弥生 浅鉢 口縁部 ２．５Ｙ５／２ 暗黄褐 ２．５ＹＲ５／１黄灰 変形工字文・列点文
５０－５ ＳＩ３０ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 摩滅・変形工字文か

５０－６ １０－６１ ＳＩ３４ 弥生 甕 口縁部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 口縁部に１条の沈線
体部ＬＲ縄文

５０－７ ＳＩ３６ 弥生 甕 肩部 ７．５ＹＲ７／４ にぶい橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 口縁部に２条以上の沈線
体部ＬＲ縄文

５０－８ ＳＩ３６ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ４／２ 灰黄褐 １０ＹＲ４／２ 灰黄橙 ＬＲ縄文
５０－９ ＳＩ３６ 縄文 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐 １０ＹＲ６／２ にぶい黄橙

５０－１０ ＳＫ４３ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 ４条の沈線文の下位に横列点文
体部ＬＲ縄文

５０－１１ ＳＫ４４ 弥生 浅鉢 口縁部 １０ＹＲ６／２ 灰黄褐 １０ＹＲ４／１ 褐灰 工唇部に縄文体部に変形工字文
５０－１２ ７－１ ＳＩ６１ 縄文 深鉢形 体部 ７．５ＹＲ５／８ 明褐 ７．５ＹＲ６／８橙
５１－１３ １０－５１ ＳＩ６２ 弥生 浅鉢 口縁部 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙 ＬＲ縄文→平行沈線→沈線間磨消縄文

５１－１４ １０－６０ ＳＩ６２ 弥生 浅鉢 体～底部 ５ＹＲ６／６ 橙 ５ＹＲ６／６ 橙 平行沈線間にハケ目を残す
（１５と同一個体）

５１－１５ ＳＩ６２ 弥生 浅鉢 体～底部 ５ＹＲ６／６ 橙 ５ＹＲ６／６ 橙 平行沈線間にハケ目を残す
（１４と同一個体）

５１－１６ １０－５８ ＳＩ６２ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 ＬＲ縄文→平行沈線→横列点文
５１－１７ １０－５２ ＳＩ６２ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／３ にぶい黄橙 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙 ＬＲ縄文→平行沈線→沈線間磨消縄文
５１－１８ ＳＩ６２ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄褐 ７．５ＹＲ５／２灰褐 変形工字文列点文内部に輪積み痕
５１－１９ ＳＩ６２ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ３／１ 黒褐 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 内外面ハケ目
５１－２０ ＳＩ６２ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐 １０ＹＲ８／４ 浅黄橙 内外面ハケ目
５１－２１ ＳＩ６２ 弥生 高坏 脚部 １０ＹＲ４／２ 灰黄褐 １０ＹＲ４／１ 褐灰 平行沈線
５１－２２ ＳＩ６２ 弥生 甕 体～底部 １０ＹＲ４／１ 褐灰 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 ＬＲ縄文
５１－２３ ＳＫ７１ 弥生 甕 体 １０ＹＲ４／１ 褐灰 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 外面ハケ目

第１０表 遺構内出土須恵器・土師器一覧
挿図
番号

図版
番号 遺構 種別 器 種 部 位 内外面調整 底部切り離し 備 考

５２－２４ ＳＤ１９ 須恵器 高台付坏 底部 ロクロ調整 回転糸切り 転用硯？
５２－２５ ＳＤ２８ 須恵器 坏 口縁部 ロクロ調整
５２－２６ ７－５ ＳＤ２８ 支脚 輪積み痕
５２－２７ ＳＩ３０ 須恵器 甕 口縁部 ロクロ調整
５２－２８ ＳＩ３５ 須恵器 蓋 口縁部 ロクロ調整
５２－２９ ＳＩ３５ 須恵器 坏 口縁部 ロクロ調整
５２－３０ ８－９ ＳＩ３５ 須恵器 坏 口縁～底部 ロクロ調整 回転糸切り
５２－３１ ＳＩ３５ 須恵器 甕 底部 底部ヘラナデ
５２－３２ ＳＩ３５ 土師器 甕 口縁部 内面ナデ 外面ハケ目
５３－３３ ＳＩ３５ 土師器 甕 底部 摩滅 木葉痕
５３－３４ ＳＩ３５ 土師器 甕 底部 内面ハケ目 外面摩滅 木葉痕
５３－３５ ８－１８ ＳＩ３５ 土師器 甕 底部 摩滅 木葉痕
５３－３６ ＳＩ３５ 土師器 甕 底部 内面黒色処理 外面ハケ目 木葉痕
５３－３７ ８－１７ ＳＩ３５ 土師器 甕 底部 外面ケズリ→ナデ 木葉痕
５３－３８ ＳＩ３６ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り
５３－３９ ８－１０ ＳＩ３６ 須恵器 坏 口縁～底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り
５３－４０ ７－３ ＳＩ３６ 土師器 甕 ロクロ調整
５３－４１ ＳＫ３７ 土師器 甕 口縁部 ロクロ調整
５３－４２ ＳＫ４７ 土師器 甕 口縁部 内外面ハケ目
５４－４３ ＳＩ６２ 須恵器 坏 口縁～底部 ロクロ調整
５４－４４ ８－１１ ＳＩ６２ 須恵器 甕 口縁部 ロクロ調整
５４－４５ ＳＩ６２ 須恵器 甕 口縁部 ロクロ調整
５４－４６ ＳＩ６２ 須恵器 甕 底部 外面タタキ目内面アテ具痕
５４－４７ ＳＩ６２ 須恵器 甕 肩部 外面タタキ目内面アテ具痕
５４－４８ ８－１５ ＳＩ６２ 土師器 甕 口縁部 内外面ナデ 口縁部段あり
５４－４９ ８－１３ ＳＩ６２ 土師器 甕 口縁部 内外面ハケ目 口縁部沈線あり
５４－５０ ８－１４ ＳＩ６２ 土師器 甕 口縁部 外面ナデ 内面ハケメ 口縁部段あり
５４－５１ ８－１２ ＳＩ６２ 土師器 甕 口縁部 摩滅 口縁部沈線あり
５５－５２ ＳＩ６４ 須恵器 蓋 口縁部 ロクロ調整
５５－５３ ８－８ ＳＩ６４ 須恵器 蓋 口縁部 ロクロ調整
５５－５４ ＳＩ６４ 土師器 甕 胴部 外面タタキ目 内面アテ具痕
５５－５５ ８－１６ ＳＫ７１ 土師器 甕 口縁部 外面ヘラケズリ・ナデ 内面ナデ 口縁部段あり

５５－５６ ＳＫ８５ 土師器 甕 口縁部 外面口縁ナデ・体部ヘラ削り
内面ナデ

５５－５７ ＳＫ７１ 土師器 甕 口縁部 外面ヘラケズリ・ナデ 内面ナデ 口縁部段あり
５５－５８ ７－４ ＳＫ８５ 土師器 椀 ほぼ個体 外面ナデ→ヘラケズリ 内面ナデ
５５－５９ ＳＫ９４ 須恵器 坏 口縁～底部 ロクロ調整
５５－６０ ＳＢ９８ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り
５５－６１ ＳＢ９８ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整
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第３節 遺構外出土遺物

遺構外から出土した遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石製品、土製品、鉄関連遺物

である。縄文時代と弥生時代の遺物が、古代の遺構覆土に相当数含まれており、本来あった両時代の

包含層は、古代の遺構群の築造時に削平を受けたものと判断できる。

１ 縄文時代と弥生時代の遺物
（１）石器（第５６～５８図）

石器には石鏃、石槍、石箆、石錐、石匙、掻器のほかに剥片がある。石質は、黒曜石である石鏃２

以外はすべて頁岩である。

石鏃（１～１３）：無茎（１～７）と有茎（８～１３）のものがある。１～３は基部が直線的で、１・２では

両面に先行剥離面を広く残すが、３は両面に細かな押圧剥離が行われる。４～７は基部が湾曲するも

ので、先行剥離面を両面に残す４を除けば、両面に細かな押圧剥離が行われる。１０～１３は最大幅が鏃

身のほぼ中央にある棒状を呈した石鏃である。

石槍（１４）：両面に二次調整を行い、先端部を薄く作り出し、断面が菱形の石槍である。

石箆（１５～２０）：素材剥片を主に短冊形にし、背面に二次調整を加えている。主要剥離面には広く先

行剥離面を残し、側縁に浅い二次調整を施す。素材剥片の打面側を側縁とするが、打瘤の厚みを除去

する作業が行われている。

石錐（２１～２３）：両面に細かな二次調整を行い、刃部を菱形に作り出した棒状の石錐で、二次調整は

全体に及んでいる。２１・２２の刃部の先端は、使用により摩耗して丸みを帯びている。

石匙（２４～２９）：いずれも縦形で、主要剥離面にはつまみ部と側縁に二次調整を行うだけで、先行剥

離面を広く残している。２６を除く５点は素材剥片の打面側をつまみ部としている。

�器（３０～３４）：素材剥片の末端ないしは側縁にのみ二次調整を行い刃部を作出したもので、両面に

先行剥離面や礫面を広く残している。

（２）縄文時代の土器（第５９・６０図）

縄文時代の土器には、前期と中期の土器がある。

前期の土器（１～１０）：１～３は表裏縄文で、前段多条のＬＲ縄文が施され、胎土に径２㎜以下の砂

粒を含むが、繊維は含まない。早稲田５・６類に並行する土器である。

４～１０は、わずかに外反する口縁部に、縄文原体の側面圧痕や絡条体圧痕が施され、体部には羽状

縄文や斜縄文が付される。胎土は緻密で、繊維は含まない。円筒下層ｄ式である。

中期の土器（１１・１２）：深鉢形土器の波状口縁部の橋状把手部分で、同一個体である。波頂部から

「八」の字に広がる隆帯は、口縁部文様帯と体部を区画するものである。波頂部の内面には隆帯によ

り渦巻文が付される。新崎・真保式などの北陸系土器の影響を受けた土器である。

（３）弥生時代の土器（第６０～６２図）

弥生土器には蓋、高坏形土器、浅鉢形土器、鉢形土器、壺形土器、甕形土器がある。

蓋（１３）：外面に平行沈線で同心円を描き、内面にはミガキを行っている。厚さ４㎜ほどだが、端部

がわずかに肥厚する。直径９㎝ほどの蓋になるものである。
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高杯形土器（１４・１５・１７）：１４は高坏形土器の脚部である。脚端部を巡る沈線と脚体部に施されるＬ

Ｒ縄文の間に刺突列が一条巡る。また、脚部と杯部の屈曲部には、列点文を施している。１５・１７は大

きく外反する杯部の体部下半と口縁部で、平行沈線で無文部とＬＲ縄文部を区画している。

壺形土器（１８・２４・２６）：１８は器面全面に平行沈線で変形工字文が描かれるものであろう。２６は大形

壺形土器の体部破片で、器面全体にミガキを行った後に、左右を短沈線で挟んだ３本一組の平行沈線

が垂下する。

鉢形土器（２７・２８・３０～３２）：内湾する口縁部から膨らみのある体部に至る器形で、無文の口縁部と

縄文のある体部とは２ないしは３条の平行沈線で画される。体部の縄文は、ＬＲ縄文原体の横位回転

による。３２は口縁部下端の平行沈線から、体部上半に２条１組の沈線が「八」の字状に施される。

甕形土器（１９～２３・２５・２９・３３～４１）：外反する口縁から、上半に最大径をもつ膨らみのある体部に

至る器形である。鉢形土器と同様に、無文の口縁部と縄文が施される体部とは、やはり２ないし３条

の平行沈線で画される。体部の縄文もＬＲ縄文原体の横位から斜位回転で施されている。

２．古代の遺物
（１）須恵器（第６３・６４図）

須恵器には、蓋、杯、高台付杯、高台付皿、壺、甕がある。

蓋（４６）：端部をわずかに折り返した蓋で、色調が褐色から茶褐色を呈している。

杯（４７～５７）：底部から直線的に立ち上がる器形で、底部の切り離しは回転糸切（５１～５３）とヘラ切

（５４～５７）があり、底径は後者が大きい。５４の底部には墨書がある。

高台付杯（５９～６１）：体部下端に丸みのある杯に、わずかに開く高台部の付くものである。

高台付皿（５８）：水平に近い底部から大きく外反する体部に至る皿に、外開きの高台が付く。

壺（６２・６４・６５）：６２は小形の短頸壺で、直立する短い頸部から水平に張り出した肩部が特徴的であ

る。６４は丸みある肩部破片で、６５は高台付壺の高台部と考えられ、全体的に緑黄色の自然釉が見られ

る。

甕（６３・６６・６７）：「く」の字形に屈曲する口縁から上半に最大径のある体部に至る器形である。

（２）土師器（第６５・６６図）

土師器には坏と甕がある。

杯（２３・２４）：外反する口縁から膨らみのある底部に至る器形で、内面が黒色処理されている。

甕（７０～８２）：７０～７２・７５の口縁は幅があり大きく外反していて、長胴の甕と思われる。７０は体部全

面に縦方向のハケ目が残り、口縁と体部の境に段がある。７１の外面にはタタキ目が残る。７４・７６は外

反する口縁に、平坦で外傾する口唇部のある小形の甕である。７７・７８も小形の甕であるが、口縁部は

わずかに内湾し、口唇部は丸みを帯びている。

（３）紡錘車（第６６・８３・８４図）

８３は土製の、８４は石製の紡錘車で、８４の上面は極めて光沢がある。
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第５６図 遺構外出土石器（１）
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第５７図 遺構外出土石器（２）
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第５８図 遺構外出土石器（３）
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第５９図 遺構外出土土器（縄文・弥生）（１）
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第６０図 遺構外出土土器（縄文・弥生）（２）
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第６１図 遺構外出土土器（縄文・弥生）（３）
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第６２図 遺構外出土土器（縄文・弥生）（４）
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第６３図 遺構外出土遺物（古代）（１）
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第６４図 遺構外出土遺物（古代）（２）
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第６５図 遺構外出土遺物（古代）（３）
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第６６図 遺構外出土遺物（古代）（４）

７７ ７９７８

８１
８０

８２

８３

８４

０ １０㎝

第４章 調査の記録

―９２―



第１１表 遺構外出土石器一覧
挿図
番号

図版
番号 出土位置 器 種 最大長

（㎝）
最大幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

重量
（g） 石質

５６－１ ＭＥ４６ 石鏃 ４．０ ２．７ ０．９ ８．５ 珪質頁岩
５６－２ ４Ｔ 石鏃 ３．４ ２．０ ０．９ ４．８ 珪質頁岩
５６－３ 表採 石鏃 ２．６ １．６ ０．４ １．８ 珪質頁岩
５６－４ 表採 石鏃 ４．２ ３．０ ０．７ ７．１ 珪質頁岩
５６－５ ５ ＭＡ４９ 石鏃 ４．６ ２．７ ０．６ ４．７ 珪質頁岩
５６－６ ４ ＬＴ５７ 石鏃 ２．２ ２．２ ０．６ １．３ 珪質頁岩
５６－７ 表採 石鏃 ２．５ １．３ ０．４ １．５ 珪質頁岩
５６－８ ３ ＬＳ５６ 石鏃 ３．０ １．６ ０．６ １．９ 珪質頁岩
５６－９ ２ ＬＴ５６ 石鏃 ３．１ ２．０ ０．３ １．２ 黒曜石
５６－１０ ８ 表採 石鏃 ３．１ １．１ ０．７ ２．５ 黒曜石
５６－１１ 表採 石鏃 ２．９ １．１ ０．６ １．７ 珪質頁岩
５６－１２ ６ 表採 石鏃 ４．８ １．５ ０．６ ３．３ 珪質頁岩
５６－１３ ７ ＭＥ５２ 石鏃 ５．３ １．９ ０．９ ８．４ 珪質頁岩
５６－１４ ９ ＭＡ５８ 石槍 １０．６ ３．５ １．８ ５０．７ 珪質頁岩
５６－１５ １７ ＬＲ５１ 石箆 ８．１ ２．８ １．０ ２５．０ 珪質頁岩
５６－１６ １５ ＭＥ４２ 石箆 ７．８ ３．８ １．４ ４１．６ 珪質頁岩
５７－１７ １９ ＬＴ５８ 石箆 ９．０ ４．５ １．９ ６６．５ 珪質頁岩
５７－１８ １６ ＬＲ５５ 石箆 ８．４ ３．８ ２．１ ６０．５ 珪質頁岩
５７－１９ ＭＡ５０ 石箆 ６．５ ５．１ １．７ ６５．０ 珪質頁岩
５７－２０ ＭＥ４２ 石箆 ５．９ ４．０ １．３ ３０．２ 珪質頁岩
５７－２１ ＬＴ５９ 石錐 ３．８ ０．８ ０．４ １．２ 珪質頁岩
５７－２２ 表採 石錐 ３．２ ０．８ ０．６ １．５ 珪質頁岩
５７－２３ ＬＲ５４ 石錐 ５．６ １．３ ０．７ ４．５ 珪質頁岩
５７－２４ １２ ＭＥ４３ 石匙 ７．３ ２．７ １．１ １７．２ 珪質頁岩
５７－２５ １１ ＬＲ５３ 石匙 ７．８ ２．４ １．１ １７．２ 珪質頁岩
５７－２６ １０ ＭＥ５４ 石匙 ７．９ ３．０ １．５ ２７．５ 珪質頁岩
５８－２７ １３ ＭＡ５９ 石匙 ５．４ ２．６ ０．９ ８．７ 珪質頁岩
５８－２８ １４ ＭＤ４０ 石匙 ３．９ ４．９ ０．７ ７．５ 珪質頁岩
５８－２９ ＬＴ５６ 石匙 ３．３ ３．２ ０．７ ４．８ 珪質頁岩
５８－３０ ＬＴ５１ スクレイパー ４．１ ２．３ １．０ ８．４ 珪質頁岩
５８－３１ ＭＣ５３ スクレイパー ４．２ ２．９ １．０ １０．５ 珪質頁岩
５８－３２ ２１ ＬＴ６０ スクレイパー ５．０ ５．３ １．８ ５３．１ 黒曜石
５８－３３ ２０ ＭＥ５２ スクレイパー ４．５ ３．９ １．６ ２７．９ 珪質頁岩
５８－３４ ＭＥ５０ スクレイパー １３．５ ５．５ ２．９ １３６．１ 珪質頁岩

第１２表 遺構外出土縄文・弥生土器一覧（１）
挿図
番号

図版
番号 出土位置 時代 器種 部位 色 調 備考外 面 内 面

５９－１ ２４ ＬＴ６０ 縄文 体部 ７．５ＹＲ６／６橙 １０ＹＲ６／６ 明黄褐 表裏縄文
５９－２ ＬＴ６０ 縄文 体部 ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 １０ＹＲ４／２ 灰黄褐 表裏縄文
５９－３ ２５ ＬＴ６０ 縄文 体部 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 表裏縄文
５９－４ ＬＴ５７ 縄文 体部 １０ＹＲ４／１ 褐灰 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐
５９－５ ２８ ＬＴ６０ 縄文 体部 ２．５Ｙ３／１ 黒褐 ２．５Ｙ３／１ 黒褐
５９－６ ２９ ＬＴ５７ 縄文 体部 ２．５Ｙ３／１ 黒褐 ２．５Ｙ３／１ 黒褐
５９－７ ２６ ＬＴ６０ 縄文 深鉢 口縁部 ７．５ＹＲ５／４にぶい褐 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐
５９－８ ＬＲ５５ 縄文 体部 ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙
５９－９ ２７ ＬＴ５８ 縄文 体部 ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ５ＹＲ６／６ 橙
５９－１０ ＭＦ４６ 縄文 体部 ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐
６０－１１ ３０ ＬＴ５８ 縄文 体部 ７．５ＹＲ６／３にぶい褐 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐
６０－１２ ３１ ＬＴ６０ 縄文 体部 １０ＹＲ４／２ 灰黄褐 １０ＹＲ４／１ 褐灰
６０－１３ ４１ ＬＳ５２ 弥生 蓋 １０ＹＲ４／１ 褐灰 １０ＹＲ４／１ 褐灰
６０－１４ １２Ｔ 弥生 高坏 脚部 １０ＹＲ４／１ 褐灰 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐
６０－１５ ３９ ＭＲ５０ 弥生 浅鉢 体～底部 ２．５Ｙ３／１ 黒褐 ２．５Ｙ４／２ 暗灰黄
６０－１６ ＭＢ５０ 弥生 浅鉢 底部 １０ＹＲ５／４ にぶい黄褐 １０ＹＲ３／１ 黒褐
６０－１７ ＭＢ５０ 弥生 浅鉢 口縁部 １０ＹＲ３／２ 黒褐 １０ＹＲ４／１ 褐灰
６０－１８ ３６ ＭＦ４１ 弥生 壺 体部 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐
６１－１９ ＬＴ５２ 弥生 甕 口～体部 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６１－２０ ＬＴ５４ 弥生 甕 口縁部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
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第１３表 遺構外出土縄文・弥生土器一覧（２）
挿図
番号

図版
番号 出土位置 時代 器種 部 位 色 調 備 考外 面 内 面

６１－２１ ＬＲ５３ 弥生 甕 口縁部 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙
６１－２２ ＭＡ５０ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６１－２３ ３５ ＬＲ５３ 弥生 甕 口縁部 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６１－２４ ４５ ＬＴ５９ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙
６１－２５ ＭＩ４０ 弥生 甕 肩部 ７．５ＹＲ５／４にぶい褐 ７．５ＹＲ６／４にぶい橙
６１－２６ ３７ ＬＲ５３ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙
６１－２７ １２Ｔ 弥生 甕 肩部 ７．５ＹＲ６／６橙 ７．５ＹＲ６／６橙
６１－２８ ＬＲ５３ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ４／１ 褐灰
６１－２９ ＬＳ６０ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙
６２－３０ ＭＡ５１ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ３／１ 黒褐 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙
６２－３１ ＬＲ５４ 弥生 甕 頭部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ３／１ 黒褐
６２－３２ 表採 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６２－３３ ＬＱ５３ 弥生 甕 首部 １０ＹＲ５／２ 灰黄褐 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６２－３４ ＬＱ５３ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙
６２－３５ ＬＱ５３ 弥生 甕 肩部 １０ＹＲ７／６ 明黄褐 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙
６２－３６ ＬＲ５４ 弥生 甕 体部 ７．５ＹＲ６／６橙 ７．５ＹＲ６／６橙
６２－３７ ＬＲ５３ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ７／３ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６２－３８ ＭＥ４１ 弥生 甕 体部 ７．５ＹＲ４／１褐灰 ７．５ＹＲ５／４にぶい褐
６２－３９ ＬＲ６２ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ５／４ にぶい黄褐
６２－４０ ＭＡ４９ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ３／１ 黒褐 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙
６２－４１ ＭＡ５０ 弥生 甕 体部 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ７／４ にぶい黄橙
６２－４２ ＭＲ４９ 弥生 甕 体～底部 １０ＹＲ６／２ 灰黄褐 １０ＹＲ６／３ にぶい黄橙
６２－４３ ＭＲ６２ 弥生 甕 体～底部 １０ＹＲ６／４ にぶい黄橙 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐
６２－４４ ＭＲ５３ 弥生 甕 底部 ５ＹＲ７／６ 橙 ７．５ＹＲ６／６橙
６２－４５ ＬＲ５４ 弥生 甕 底部 ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 １０ＹＲ５／３ にぶい黄褐

第１４表 遺構外出土須恵器・土師器
挿図
番号

図版
番号 出土位置 種別 器種 部位 内外面調整 底部 備考

６３－４６ ＭＥ４１ 須恵器 蓋 口縁部 ロクロ調整
６３－４７ ＬＲ５８ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６３－４８ ＭＢ５１ 須恵器 坏 口縁部 ロクロ調整
６３－４９ ＭＡ５９ 須恵器 坏 口縁部 ロクロ調整
６３－５０ ＭＢ４５ 須恵器 坏 口縁部 ロクロ調整
６３－５１ ５８ ＬＴ５８ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６３－５２ ＬＴ５９ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６３－５３ ＭＤ５３ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６３－５４ ５７ ２５Ｔ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り→ナデ 底部墨書「本」
６３－５５ ＬＴ５０ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り→ナデ
６３－５６ ５６ ＭＤ４８ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り
６３－５７ １６Ｔ 須恵器 坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切り
６３－５８ ５５ ＬＴ５８ 須恵器 高台付皿 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６３－５９ ＭＦ４７ 須恵器 高台付坏 底部 ロクロ調整
６３－６０ ＭＡ４６ 須恵器 高台付坏 底部 ロクロ調整
６３－６１ ＭＨ４４ 須恵器 高台付坏 底部 ロクロ調整 回転ヘラ切
６３－６２ ＬＴ５６ 須恵器 甕 口縁～胴部 ロクロ調整
６４－６３ ５９ ＭＡ４９ 須恵器 甕 口縁部 ロクロ調整
６４－６４ ＬＴ５０ 須恵器 甕 体部 ロクロ調整
６４－６５ ＭＡ４８ 須恵器 甕 体部 外面タタキ目
６４－６６ ６０ ＭＤ４８ 須恵器 甕 体部 外面タタキ目 内面アテ具痕
６４－６７ ＭＥ４４ 須恵器 甕 底部 ロクロ調整 自然釉
６５－６８ ６８ ＬＴ６０ 土師器 坏 口縁部 ロクロ調整 内面黒色処理
６５－６９ ６９ ＬＴ６０ 土師器 高台付坏 口縁部 ロクロ調整 内面黒色処理

６５－７０ ７５ １６Ｔ 土師器 甕 口縁部 外面口縁ナデ・体部ハケ目
内面－ハケ目

６５－７１ ７０ １６Ｔ 土師器 甕 口縁部 外面口縁ナデ
内面口縁ナデ・体部ハケ目

６５－７２ ７３ ＬＴ６０ 土師器 甕 口縁部 外面口縁ナデ・体部ハケメ
内面口縁ナデ・体部ハケメ 口唇部凹線状

６５－７３ ＬＳ６０ 土師器 甕 口縁部 外－口縁ナデ・体部ハケメ
内－口縁ナデ・体部ハケメ

６５－７４ ＬＴ６０ 土師器 甕 口縁部 内外面ナデ
６５－７５ ＬＴ５９ 土師器 甕 口縁部 外面アテ具痕→ナデ・内面ナデ
６５－７６ ７２ ＬＴ６０ 土師器 甕 口縁部 内外面ナデ
６６－７７ ７１ ＬＳ５８ 土師器 甕 口縁部 ロクロ調整
６６－７８ ＬＳ６１ 土師器 甕 口縁部 ロクロ調整
６６－７９ ＬＴ６０ 土師器 甕 底部 外面ハケ目 内面ナデ 木葉痕
６６－８０ ＬＴ６０ 土師器 甕 底部 外面ハケ目 内面ナデ 回転糸切り
６６－８１ ７４ ＬＳ６１ 土師器 甕 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６６－８２ ＬＳ６０ 土師器 甕 底部 ロクロ調整 回転糸切り
６６－８３ ４９ 表採 土製紡錘車
６６－８４ ５０ 表採 石製紡錘車
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第４節 鉄関連遺物

本遺跡からは、鍛冶炉１基のみの検出であったが住居内も含め３０３点の鉄関連遺物が出土してい

る。すべての遺物について大きさ・重量・磁着度・メタル度を計測したものが第１５表である。そのう

ち、９８点は構成図を作成した。メタル度は埋蔵文化財用特殊金属探知機ＭＲ－５０Ｂ（基準値設定者

穴澤義功）を用いた。金属の残留度の高い方から特Ｌ・Ｌ・Ｍ・Ｈと表示している。鉄は含んでいる

もののすでに酸化したものについては△で表示している。磁着度は方眼台紙に６㎜を１単位とする同

心円を１０本以上描き、標準磁石（フェライト磁石）を糸につり下げて広い側面側を台紙の中心に合わせ

る。遺物を手に持ち外側のランクから順次接近させて磁石が急激に動き始める瞬間の数字を記録した

ものである。

構成図は、本遺跡から出土した鉄関連遺物をまとめたものである。ＳＳ２５では炉壁の他に再結合滓

があることから一定期間継続的に作業が行われていた可能性を示している。竪穴住居跡では、ＳＩ１４

から紡錘車、釘、ＳＩ２０から釘、ＳＩ３６から刀子といった鉄製品、ＳＩ６２から砥石がそれぞれ出土し

ている。土坑、溝跡では、全般に鍛冶滓が見られ、羽口片がやや多く、いずれも小破片で少量である。

遺構外では、全体の傾向としては遺構内と同じであり、鍛冶滓が多く、刀子などの鉄製品、金床石と

して利用された石、砥石等が出土している。これらの他に、器形は不明であるが鋳造品と思われる遺

物（構成遺物番号８４）がある。

本遺跡では出土遺物から鍛冶が行われていたものと判断される。これは、遺跡の広範囲にわたって

鍛冶滓が出土していることから見ても明らかである。多くの竪穴住居内には袖や天井の構築材が残存

するカマドがないが、焼土が見られ、鍛冶滓が出土していることから、これら住居内において鍛冶作

業が行われていた可能性は十分考えられる。羽口は送風孔の径が小さいことから鍛冶炉に使用された

ものであろう。また、鋳造品については、鋳型などといった関連遺物がないことから、搬入品とみた

い。

第１５表 鉄関連遺物構成比
ＳＳ２５ ６０グリット以北遺構内 ６０グリット以北全体

番号 遺物名 重量（ｇ） 構成比（％） 重量（ｇ） 構成比（％） 重量（ｇ） 構成比（％）
１ 炉壁 １７１．１ ３５．８ １７１．１ １１．７ ２００．６ ５．２
２ 炉壁溶解物 ４．４ ０．３ １３．６ ０．４
３ 鍛冶滓 １６６．６ ３４．９ ５１１．３ ３４．９ １２２８．４ ３１．７
４ 椀形鍛冶滓 ６３．６ １３．３ ４１６．５ ２８．４ １２４３ ３２．１
５ 再結合滓 ６０．８ １２．７ ６０．８ ４．２ ６１．９ １．６
６ 含鉄鉄滓 ２６．１ １．８ ６１．２ １．６
７ 鉄滓 ０ ９９．５ ２．６
８ 鉄製品 １０．８ ０．７ ９７．４ ２．５
９ 羽口 １５．５ ３．３ ２６１．１ １７．８ ７９２．９ ２０．５
１０ 羽口溶解物 ０ ３４．４ ０．９
１１ 軽石 ２．２ ０．２ ２．２ ０．１
１２ 石 ２７．８ ０．７

総重量 ４７７．６ １４６４．３ ３８６２．９
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第６９図 鉄関連遺物（１）
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第７０図 鉄関連遺物（２）
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第７１図 鉄関連遺物（３）
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第７３図 鉄関連遺物（５）
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第７５図 鉄関連遺物（７）
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第７７図 鉄関連遺物（９）
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第５章 自然科学分析
株式会社古環境研究所

第１節 西野遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定

１ 試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

№１ ＳＮ０４内 焼土遺構 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№２ ＳＩ１４・９５内 竪穴住居跡内
底面（北側）

炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№３ ＳＩ１７内 竪穴住居跡内
底面

炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№４ ＳＤ２８内 溝跡内 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№５ ＳＩ３０内 竪穴住居跡内
土坑

炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№６ ＳＩ３５内 竪穴住居跡内 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№７ ＳＫ３７内 土坑 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№８ ＳＫ４１内 土坑内
底面

炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№９ ＳＩ６２内 竪穴住居跡内
床面

炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№１０ ＳＫ８５内 焼土遺構 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）

№１１ ＬＴ６０ Ⅳ層 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄，石墨調整 加速器質量分析法
（ＡＭＳ法）
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２ 測定結果

試料名
１４Ｃ年代
（年ＢＰ）

δ１３Ｃ
（‰）

補正１４Ｃ年代
（年ＢＰ） 暦年代（西暦） 測定№

（Beta－）

№１ １２６０±４０ －２６．５ １２４０±４０ 交点：Cal AD ７８０
１σ：Cal AD ７１０～ ８１０，

Cal AD ８４０～ ８６０
２σ：Cal AD ６８０～ ８９０

１４７８９５

№２ １０２０±４０ －２６．５ １０００±４０ 交点：Cal AD１０２０
１σ：Cal AD１０００～１０３０
２σ：Cal AD ９８０～１０６０，

Cal AD１０８０～１１５０

１４７８９６

№３ １０００±４０ －２５．８ ９９０±４０ 交点：Cal AD１０２０
１σ：Cal AD１０１０～１０４０
２σ：Cal AD ９９０～１１６０

１４７８９７

№４ １２００±４０ －２６．６ １１７０±４０ 交点：Cal AD ８８０
１σ：Cal AD ７９０～ ９００
２σ：Cal AD ７７０～ ９８０

１４７８９８

№５ ９７０±５０ －２５．５ ９６０±５０ 交点：Cal AD１０３０
１σ：Cal AD１０２０～１１６０
２σ：Cal AD ９９０～１１９０

１４７８９９

№６ １４８０±４０ －２４．６ １４９０±４０ 交点：Cal AD ５８０
１σ：Cal AD ５４０～ ６２０
２σ：Cal AD ４６０～ ４８０，

Cal AD ５２０～ ６５０

１４７９００

№７ １２１０±４０ －２５．３ １２１０±４０ 交点：Cal AD ７９０
１σ：Cal AD ７７０～ ８８０
２σ：Cal AD ７００～ ９００

１４７９０１

№８ １４１０±４０ －２４．９ １４１０±４０ 交点：Cal AD ６５０
１σ：Cal AD ６２０～ ６６０
２σ：Cal AD ５８０～ ６８０

１４７９０２

№９ １４３０±４０ －２５．６ １４２０±４０ 交点：Cal AD ６４０
１σ：Cal AD ６２０～ ６６０
２σ：Cal AD ５７０～ ６７０

１４７９０３

№１０ １２４０±４０ －２５．３ １２４０±４０ 交点：Cal AD ７８０
１σ：Cal AD ７１０～ ８１０，

Cal AD ８４０～ ８６０
２σ：Cal AD ６８０～ ８９０

１４７９０４

№１１ ５６１０±５０ －２６．４ ５５９０±５０ 交点：Cal BC４４４０
１σ：Cal BC４４６０～４３６０
２σ：Cal BC４５１０～４３４０

１４７９０５

第１節 西野遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定
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（１）１４Ｃ年代測定値

試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から、単純に現在（１９５０年ＡＤ）から何年前かを計算した値。１４Ｃの半減期は５，５６８

年を用いた。

（２）δ１３Ｃ測定値

試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は、標準物質（ＰＤ

Ｂ）の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

（３）補正１４Ｃ年代値

δ１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、１４Ｃ／１２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

（４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中１４Ｃ濃度の変動に対する補正により、暦年代（西暦）を算出し

た。具体的には年代既知の樹木年輪の１４Ｃの詳細な測定、サンゴのＵ－Ｔｈ年代と１４Ｃ年代の比較によ

り補正曲線を作成して暦年代を算出する。最新のデータベース（"INTCAL98 Radiocarbon Age Calibra-

tion" Stuiver M., et. al., 1998, Radiocarbon 40(3)）により、約１９，０００年ＢＰまでの換算が可能となってい

る。ただし、１０，０００年ＢＰ以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正１４Ｃ年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。１σ（６８％確

率）・２σ（９５％確率）は、補正１４Ｃ年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。

（５）測定№

測定は、Beta Analytic Inc.(Florida, U.S.A)において行われた。Beta－は同社の測定№を意味する。

第２節 西野遺跡出土炭化材の樹種同定

１ はじめに
木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、その構造は年輪が形成され針葉樹材や

広葉樹材で特徴ある組織をもつ。そのため、解剖学的に概ね属レベルの同定が可能となる。木材は大

型の植物遺体であるため移動性が少なく、堆積環境によっては現地性の森林植生の推定が可能にな

る。考古学では木材の利用状況や流通を探る手がかりになる。

２ 試料
試料は、西野遺跡の竪穴住居跡内や焼土遺構等より出土した炭化材１１点である。

３ 方法
試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡に

よって７５～７５０倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

第５章 自然科学分析
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４ 結果
結果は表１に、主要な分類群については顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科 図版１４－１

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、１分野に２個存在するものがほとんどであ

る。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、１０細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ４０ｍ、径２ｍに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc． ブナ科 図版１４・１５－２・３・４

横断面：大型の道管が、年輪のはじめに１～数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎

状に配列する。早材部から晩材部にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ２０ｍ、径４０㎝程度であるが、大きいものは高さ３０ｍ、径２ｍに達する。耐朽性が強

く水湿にもよく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪

炭、椎茸ほだ木など、広く用いられる。

サクラ属 Prunus バラ科 図版１５－５

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは２～３個放射方向および斜め方向に複合して散在する散

孔材である。道管の径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近

い異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で１～４細胞幅である。道管の内壁にはらせん肥厚が存在

する。

以上の形質よりサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザク

ラ、ウメ、モモなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木である。

カエデ属 Acer カエデ科 図版１５－６

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは２～４個放射方向に複合して散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、内壁には微細ならせん肥厚が存在する。放射組織は、平伏細胞

からなる同性である。

接線断面：放射組織は、同性放射組織型で１～６細胞幅である。道管の内壁には微細ならせん肥厚

が存在する。

以上の形質よりカエデ属に同定される。カエデ属には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ、ハウチワ

カエデ、テツカエデなどがあるり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または小高木

第２節 西野遺跡出土炭化材の樹種同定
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で、大きいものは高さ２０ｍ、径１ｍに達する。材は耐朽性および保存性は中庸で、建築、家具、器具、

楽器、合板、彫刻、薪炭など広く用いられる。

不明 unknown

粉状炭化物で木材の形質を呈していないため、木材と断定できない。

５ 所見
同定の結果、西野遺跡出土の炭化材は、スギ３、クリ５、サクラ属１、カエデ属１、不明１であっ

た。スギは、温帯に広く分布し、特に温帯中間域の積雪地帯で純林を形成する針葉樹である。クリは、

温帯に広く分布し、乾燥した台地上などに生育し、二次林要素でもある。縄文時代においては、北日

本で多用される。サクラ属やカエデ属は温帯に分布し、陽当たりのよい斜面などに生育する落葉高木

である。いずれの材も良材であり、本遺跡周辺に分布し、容易に採取できたと推定される。

《参考文献》
佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．２０－４８．

佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．４９－１００．

島地謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，２９６p.

第１６表 西野遺跡における樹種同定結果
試料番号 試料内容 備 考 結 果

№１ ＳＮ０４内 焼土遺構 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc

№２ ＳＩ１４内 竪穴住居跡内床面（北側） クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc

№３ ＳＩ１７内 竪穴住居跡床面 カエデ属 Acer

№４ ＳＫ２８内 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc

№５ ＳＩ３０内 竪穴住居跡内土坑 サクラ属 Prunus

№６ ＳＩ３５内 竪穴住居跡内 スギ Cryptomeria japonica D. Don

№７ ＳＫ３７内 Ⅱ層 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc

№８ ＳＫＦ４１内 フラスコ状土坑内底面 スギ Cryptomeria japonica D. Don

№９ ＳＩ６２内 竪穴住居跡内底面 スギ Cryptomeria japonica D. Don

№１０ ＳＮ８５内 焼土遺構 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc

№１１ ＬＴ６０内 Ⅳ層 不明（粉状炭化物のため木材と断定できず）

第５章 自然科学分析
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第６章 ま と め

西野遺跡は、出土遺物から縄文時代前期・中期、弥生時代、平安時代に営まれた遺跡であることが

わかる。しかしながら、縄文時代と弥生時代の遺構は、縄文時代中期の竪穴住居跡１軒だけで、遺物

の多くは、平安時代の竪穴住居跡覆土から出土している。このことは、本来存在していた縄文時代と

弥生時代の遺構や包含層は、平安時代の大規模な整地作業によって失われ、その後に集落が造営され

たものと判断される。

平安時代の遺構には竪穴住居跡１６軒、掘立柱建物跡２棟、鍛冶炉１基、竪穴状遺構１基などである

が、竪穴住居跡に重複があることからも、これら遺構群が同時期に存在していたとは考えられない。

しかし、ＳＩ３６出土の須恵器杯の時期が８世紀後半～９世紀前半で、その他の竪穴住居跡出土の遺物

も同時期と考えられることから、西野遺跡は８世紀後半～９世紀前半に営まれた集落といえる。

西野遺跡の平安時代の竪穴住居には、平面形が方形あるいは長方形で、１辺が７ｍ以上の大形の住

居があること、またカマドが設けられないか、設けられたとしても、ＳＩ１７・３６で認められた天井部

を持たない構造のカマドがあることなどの特徴がある。

西野遺跡から南２㎞にある大平遺跡では、８世紀～９世紀前半とされる竪穴住居跡が５軒検出され

おり、１辺が４～５ｍほどの方形でカマドが確認されている。また、両遺跡の間にも平安時代の竪穴

住居が確認された後山遺跡と元木山根Ⅱ遺跡が位置する。後山遺跡の竪穴住居は一辺が３ｍほどの方

形で、斜面を削り出した狭い平坦面に１軒確認されており、元木山根Ⅱ遺跡でも１辺が３．５ｍと５ｍ

ほど方形の竪穴住居が各々１軒確認されている。一方の西野遺跡から北へ６．２㎞には、官衙的性格を

持つ遺跡としての中谷地遺跡あり、この間には、平安時代の竪穴住居跡がそれぞれ１軒確認された鹿

来館跡と古開Ⅱ遺跡がある。両遺跡の住居は１辺が３．５ｍと３．７ｍの方形で、カマドを有している。

これら周辺の遺跡には、西野遺跡の竪穴住居の特徴を持つ竪穴住居跡が確認された例が無く、むしろ、

竪穴住居がわずかに１軒だけ存在する遺跡が多い。８世紀後半から９世紀前半にかけて、西野遺跡を

含む南秋田郡地域では、西野遺跡のように比較的大きな集落や中谷地遺跡など特徴のある遺跡があ

り、これらの遺跡を繋ぐように小規模な遺跡が存在していたことがうかがえるのであり、これは７２３

年（天平５年）に出羽柵が高清水に移転したことと無関係ではないと考えられるのである。

平安時代の秋田城以北の様相は未だ明確には語れない部分が多い中で、西野遺跡は８世紀後半から

９世紀前半の同地域を研究する上での貴重な遺跡といえる。
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ＳⅠ１４竪穴住居跡（南�北）
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ＳⅠ７８竪穴住居跡（北�南）

ＳＫⅠ４２竪穴状遺構（西�東）
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ＳＳ２５鍛冶炉（西�東）

ＳＫ８５土坑（東�西）
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遺構内出土土器（１）
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遺構内出土土器（２）
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遺構外出土石器（１）

遺構外出土石器（２）
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遺構外出土縄文土器

遺構外出土弥生土器
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遺構外出土須恵器

遺構外出土土師器
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鉄製品

羽口・砥石
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西野遺跡の木材Ⅰ
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西野遺跡の木材Ⅱ
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